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○加藤宏信副課長 皆さん、こんばんは。 

 それでは、定刻少し過ぎてしまいましたが、

第６回、新城市地域産業総合振興条例の審議

委員会のほうを開会いたします。 

 私、市役所産業政策課、加藤といいます。

本日、進行させていただきますので、よろし

くお願いいたします。 

 それでは、お手元にあります次第に沿って

はじめていきたいと思います。 

 開会に当たりまして、委員長、鈴木先生、

よろしくお願いいたします。 

○鈴木誠委員長 皆さん、どうもこんばんは。

きょうが、いよいよ第６回の会議になりまし

た。 

 この条例の策定の審議会の特徴は、策定す

るプロセスを大事にしていくということでし

た。したがって、この委員の皆さんの協議に

際しても、市内の事業者の皆さんや、それか

ら市民の皆さんの多様な意見をいただいて、

そして、ここでそれをもとにして審議をして、

さらには、若者や、今回、浅見さんにも大変

お世話になりましたけども、女性の事業をや

ってみえる皆さんの苦労も伺いながら、情報

の共有化を図ってまいりました。 

 そのような市民の皆さんの多様な情報提供

をいただいて、そして、それをもとにして、

いよいよ大詰めの条文の策定、そして、新た

な提案というものを、これから詰めていくこ

とになります。 

 実質、きょうが、この条例のたたき台を用

意してありますけども、この間のさまざまな

情報提供をいただいたものを踏まえて、その

内容を皆さんのお考えで、いろいろと修正を

いただいたり、提案をいただいて確定版をつ

くっていくという大事な作業になります。 

 きょうも資料をお読みいただいたと思いま

すけれども、なるべく事前の説明は短縮して、

二つのグループの中での深い審議を大事にし

て条例の条文の確定に急いで取り組んでいき

たいと思いますので、どうぞ、短い時間の中

ですけども、積極的に御発言いただきますよ

うに、よろしくお願いいたします。 

○加藤宏信副課長 ありがとうございました。 

 それでは、報告事項に入る前に、皆さん、

お手元の資料１ページ目をご覧ください。 

 こちらのほうに委員の名簿がございます。

委員名簿１０番目になります、新城市医師会

理事、村松先生が、今年度から委員になって

いただいております。村松先生。 

○村松東委員 よろしくお願いします。 

○加藤宏信副課長 それでは、次第に沿って

進めていきます。 

 １番報告事項となります。 

 前回会議録の要旨について、内藤副部長が

説明させていただきます。よろしくお願いし

ます。 

○内藤晃吉副部長 それでは、前回、第５回

の会議録の要旨についてということで、御説

明させていただきます。 

 手短にお話させていただきます。お手元の

資料の８番目、一番最後になりますが、ここ

に会議録がございます。 

 前回は、条例素案、たたき台を用意しまし

て、これまでの議論や調査結果を踏まえて、

新城らしい条例をつくるには、どのような文

言を加えたらいいのか、ということを御審議

いただきました。 

 また、グループ討議の前に、浅見委員さん

のほうから、「産業のことだけをやっていて

はだめだと、やはり住むところや暮らす場所

の大事さというものにもっと着眼しないとい

けない。」というような貴重な御意見もいた

だきました。 

 最後には、鈴木委員長さんから、条例素案

の書き直し、特に、前文のところを書き直し

ていただいて、事務局へ送付してくださるよ

うお願いさせていただいております。 

 なお、その後事務局から、話をさせていた

だきましたが、若者議会と男女共同参画との

合同会議開催の話をさせていただきました。
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調整した結果なんですけれども、７月２日の

日に第３回の若者議会が開催されまして、う

ちの事務局職員３人も、その議会に出席させ

ていただきました。 

 それから、「女性で起業している経営者の

意見を聞く会」ということで、女性で起業し

ている経営者の方、６名の方のところへ訪問

させていただきまして、起業に係る貴重な御

意見をいただいてきました。 

 以上でございますけれども、先ほども言い

ましたとおり、資料番号８番のところの部分、

会議録がございますので、御確認くださるよ

うお願いします。 

 それと、内容に不都合な点がありましたら、

今週中に、私のほう、事務局まで御連絡して

くださるようお願いいたします。 

 以上でございます。 

○加藤宏信副課長 続きまして、アンケート

調査結果について、川合副部長から説明させ

ていただきます。よろしくお願いします。 

○川合教正副部長 それでは、アンケート結

果の報告の前に、若者議会と女性の起業者の

方との意見交換の内容を、少し御説明をさせ

ていただきたいと思います。 

 まず、若者議会の内容につきましては、資

料の４です。若者議会のアイデアというふう

に書かせていただいておりますが、これが、

先ほどの会議録の説明にあった７月２日に出

させていただいて、感じ取ったものというこ

とで御報告をさせていただきます。 

 まず、きょうも今までとはちょっと違って、

こういう設えをさせていただいたのは、若者

の方たちは、機械もすぐ取り入れて、自分た

ちで加工し、自分たちでこういうふうにした

ほうがいいかという行動力の部分が、私たち

には欠けているなという反省もあって、こう

いう設えをさせていただいて、なるべく見て

いただきながら協議していただくというのも

必要かなということで、映像による資料づく

りというようなこともいただきました。 

 それから、若者の方たちは、現状というも

のを肯定せずに、少し、そこで立ちどまらず

に考えてみて、打破したいという意思が、あ

りまして、そういう部分を取り上げて大事に

していけると、現状肯定だけではなく、ここ

を見直すという誠実な対応というんですか、

そういうものも考えさせていただきました。 

 それから、若い方たちは、今、私たちの時

代というふうに言っては、大変語弊があるん

ですが、量ではなくて、質の部分にこだわり

たいと、クリエイティブであったり、クオリ

ティー、創造したり、質というところに、重

きを置いて発言されているなというのも考え

ております。 

 それから、先ほどの部分の繰り返しにもな

りますが、ＳＮＳというような、コミュニケ

ーションツールをいかに使ってやっていくか

ということが、それが普通にやれるのが、若

者の特権であって、そういうものが、若者の

部分では考えられるんではないのかなと。も

う既に使ってるよという方たちもお見えにな

るかとは思いますけども、そういうところは、

どんどん吸収し、自分たちのものにしていく

という努力も、どうしても必要かなと。 

 それから、これからの広報というのは、今

までの２０歳からの有権者ということだけで

はなくて、もう少し若者の部分の、新城市で

すと、中学生議会というのもあります。そう

いうところの年代層についても、これから１

８歳の選挙権というような話もございます。

ですので、そういったところにも、視点を向

けていって、高校生だとか、大学生というと

ころの年代層にも、そういう目を、視点をと

思っていかなければいけないなと。 

 それから、もう少し、もう少しだけ、後は

口コミによる情報の伝達というもので、もろ

ＳＮＳの部分があるんですが、自分がいいな

というふうに価値を感じたものを、ほかの人

と共有したいということが、すごくあって、

そこも世代の中で、自分が価値があるという
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ものは、みんなに拡散するというところの部

分はすごくあったなというふうに考えていま

す。 

 それから、あと二つなんですが、既存の組

織だとか、事業とかのことも全否定するわけ

ではなくて、そこも今あるものも活用してい

こうという、開拓精神と、それから利便性み

たいなものも、合わせて若者議会の中には話

があったかなと。 

 それから、この議会が関心という、こうい

う関心のない若者への波及効果というものが

あるんじゃないかという話も、いただいたな

というふうに思っています。 

 若者議会の部分が、時間的な制約もあって、

グループ討議の中でなかなかお話しできなか

った部分もありますけども、こういう視点は

欠かせないなというふうに思います。 

 それから、女性起業の部分、ちょっと資料

が調っていなくて、大変申しわけないんです

が、口頭で御説明をさせていただきます。 

 まず、どんな業種の方に行ったかというと、

保育サービス、学習塾、喫茶、それから菓子

製造、それから美容、それから絵画、英会話

というような、方たちと意見交換することが

できました。今言った業種というのは、女性

の方たち生活をしている中で、課題というも

のが、すごく敏感に肌で感じてお見えになっ

て、それを課題解決するにはどうしたらいい

かなということで、起業をされたというよう

な、要は、生活とした密着した中から生まれ

ている起業、マインドというものがあったよ

うに感じています。 

 ただ、女性ということで、信用の部分の信

頼性というんですか、金融の部分もそうなん

ですが、女性一人でなかなか興すのは難しい

というようなこともあって、自分たちで自宅

の資産を担保にしてとか、逆に、たまたまラ

ッキーでそういうものが活用できたりとかと

いうような形で、女性による不利益という部

分が、多少なりとも感じていたかなというふ

うに考えています。それで、仲間をつくって、

この起業された方たちは、起業する前の段階

の体験とか、仲間というのは、すごく大切に

されていて、情報を共有されてますし、それ

からのノウハウみたいなのも、すごくやりと

りされているというようなことを感じており

ます。 

 それから、今の既存の商工会とか、そうい

うところも、多少なりともお話を伺った中で

は、入っているという方たちと、入っていな

いという方たちがお見えになりました。入っ

ているという方たちは、自分をどうやった生

かせるだろう。商工会という組織の中で生か

せるかということで、少しは苦労してでも商

工会に入って、もっといいことができるんで

はないかというふうに考えてお見えになった

方と、負担になると考えた方と、お二方の、

二つのパターンというものも考えてお見えに

なりました。 

 それから、家庭の条件、男性の理解という

ところが、相当に、私たちは優遇とか、理解

されていましたという方が多くて、一方では、

家族の理解というところも相当にラッキー、

これが本当はそういうふうになっていたかど

うかというのは、後になってよかったな、協

力していただけたなということを、つくづく

おっしゃってお見えになりました。 

 それから、社会的な条件として、子育て支

援という部分で、東京で起業された方もお見

えになったんですが、その方は、品川区と言

ったかと思いますけど、ちょっとそこでは相

当、保育サービスと公共のサービスと、それ

をつなぐサービスみたいなものが、単独では

なくて連携がとれているというような話もい

ただいて、保育サービスの部分では、単独の

ぽつんぽつんとした連携、施設のサービスで

はなくて、それが連携しているということが、

一番私にはすごく助かりましたというような

お話をいただきました。 

 それから、行政の支援の部分で、どんなこ



－4－ 

とができるでしょうかというような話をさせ

ていただいたところ、仲間づくりの部分も必

要でしょうと。それから、業務を拡大すると

きに、どういうふうにしたらいいんでしょう

というような切実で、もう少し自分の枠から

少しはみ出たい、やれるということも考えて

いきたいという人もお見えになっています。 

 あとは、ネットは二極化していました。フ

ェイスブックを幾つか持っているという方、

ホームページも持っているという方と、一切

それをやらずに、それを魅力として売ってい

るという口コミを魅力として売っているとい

う人と、そういう戦略の違いというものを、

すごく女性の部分では考えさせていただいた

という、ただネットがあれば、ネットで全部

済ませてしまうというんではなくて、そこに

は戦略を持ったネットの活用というものがな

いと。ただ単にやっている、フェイスブック

も更新されないというようなことになってし

まうので、そこは活用の部分もあってという

話をいただいたということです。 

 一番強く感じたのは、志の部分、女性が志

というのはすごく高いなと。もう際限なく、

こうしたい、ああしたいというふうになれば、

いろいろなことを考えられるなというのを、

私が男性という部分もあるんですが、女性の

方たちはもっと考えているなというようなと

ころを考えさせていただいたということです。 

 女性の方は、自分でコントロールしながら、

家庭と両立しながら、地域の方だとか、そう

いう集団とかで入ってやられる方と、インタ

ーネットとか、そういうものも含めて、起業

されている方のお話を伺って、大変よかった

なというふうに考えている内容です。 

 アンケートというところ、アンケートの部

分は、２のところに、これは資料の２のとこ

ろに、これは前回のときに青山さん、介護事

業者の青山さんから、こういうものはできな

いでしょうかというお話を伺ってつくった内

容です。青山さんからいただいたのは、男女

比だけではなくて、男性の何歳から何歳の人

がどんなふうに考えていたかというのを、こ

の生活を居住する上での市の不便、不利な点

というのと、それから、その次のページの生

活居住面で、あなたが行政に求めるものとい

うのを、二つまでというふうに書かせていた

だいた内容を、それぞれ年齢別に見させてい

ただくということで、字数で書かせていただ

いています。ですので、ここでは、男性の部

分の３９歳から５９歳までの方は、一番下の

医療環境をというところに、一番の大勢の方

が出していただいています。凡例が、右のほ

うにあって、順々に上にいくという内容にな

っております。この部分でいきますと、女性

の方たちは、この医療関係の部分はあります

が、就職というところの部分の内容というの

が、５０歳代から５９歳代のところの男性と

見比べると、就職というところの部分には、

相当な票が入っているかなというふうに思い

ました。それから、交通という部分もあるの

かなというふうに思っております。 

 ちょっと長くなって、大変恐縮です。報告

のところの部分は、以上の内容にさせていた

だきたいと思います。 

○加藤宏信副課長 ありがとうございました。 

 

 それでは、次第２番になります。審議事項

に入りたいと思います。 

 委員長から、本日の審議の目的等を説明よ

ろしくお願いします。 

○鈴木誠委員長 それでは、きょうは先ほど

も少し申し上げましたけども、前回たたき台

について、皆様さまざまな御意見をいただい

て、さらに、その後に皆さんのほうから文書

で、いろんなメモであるとか、それから修正

箇所いただきました。その内容を、きょうは

合わせて全部、表記したものを事前にお配り

をして読んできていただけたと思いますので、

この内容を、各グループで検討してもらって、

特に、例というふうに書いてあるのは、これ
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は後でまたグループで見ていただきまして、

とりあえず書いたのは、もともとのたたき台

で、その上で、皆さんが載せていただいた意

見を加えたものを、それぞれの前文、さらに

は条文で書いてあります。こういったものを、

一つずつ見ていただきながら、どういう表現

がいいのか、こんな文言があるべきなのか、

つまり新城らしい条例の条文内容にするには

どうしたらいいのか。このあたりを二つのグ

ループで御審議いただくということを、ぜひ

お願いしたいというふうに思います。 

 できれば、きょう全て内容を見ていただい

て、そして、各グループでこういう条文がい

いというような確定版をつくっていただけれ

ば、一番ありがたいんですけれども、なるべ

くそこに向けて、二つのグループで積極的に

意見交換を進めていただきたいというふうに

思います。 

 以上です。 

○加藤宏信副課長 それでは、済みません、

こちらにいらっしゃるグループの方、あちら

の中小企業政策の資料のほうをちょっと説明

させていただくんで。 

○川合教正副部長 Ｂ班の方は椅子を持って、

Ａ班の向こうへちょっと集まっていただいて

よろしいですか。済みません、申しわけない

です。 

○鈴木誠委員長 椅子だけお持ちいただけれ

ば、それで結構ですので、今、新城でこの条

例をつくっているわけです。このことの意味

や可能性ということを、ほんの少し伝えるた

めにまとめましたので、私のほうが、少し話

題提供させていただいて、これからの審議に

役立てていただけたらという思いでご覧くだ

さい。 

 実は、これは私の大学で授業をやっている、

その授業の資料でありまして、大変恥ずかし

いものなんですけれども、したがって、新城

の事例として考えるということで、すべて新

城のものではありません。一部別のものも含

めていますけども、新城で事例として、こう

いう中小企業政策が今後、新城の場合は地域

産業総合振興政策ですが、こういったものが

できたなということで、まとめてあるもので

す。 

 それでは、加藤さんにちょっと点けていた

だいて。 

 今、地域産業総合振興条例を検討している

わけですけれども、地域産業総合振興条例で

目指すことは、一言で言うと地域づくりなん

です。地域づくりというのは、地域に暮らす

人々や、地域で事業を行っている事業者など、

こういったところが中心となって、行政がそ

れを支援、その活動を支援しながら、安全で

安心して暮らし続けられる、そういう環境を

持続的につくっていくこと、持続的なまちづ

くりというふうにも言えるかもしれませんが、

地域づくりというのは、そのようにして地域

の住民、あるいは事業者、こういったところ

が主人公なんだと、そして、それを行政が支

援しながら、安全で安心して暮らしたり、事

業を続けていける環境をつくる。その先に、

いい自然環境、いい芸術文化の環境というも

のが、同時につくり上げられているというと

ころが、一つ目標としてあるわけです。 

 そのためには、大きく三つぐらいの仕組み

が、これから大事になるだろうというふうに

思われます。 

 その一つが、次をお願いしたいんですけれ

ども、地域づくりのプロセスの中で、大事に

しなきゃいけないこと。それは何かというと、

暮らしの物差しをつくっていく。地域づくり

というのは、今言ったように主人公は、あく

までも地域の住民や事業を行っている人たち、

特に、住民というところが、市民の皆さんと

いうふうに考えると、市民の皆さんが、これ

から暮らし続けていく際に、自信を持って、

ここが、ここで暮らしていきたい、という気

持ちを持てるようにしたい、行政任せではな

くてとなると、地域でするのは、みずからで
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あるという当事者意識を持てるようにしてい

くということ。そのためには、ただ、元気に、

自分たちでやっているんだよというような、

そういうかけ声だけではだめだし。それから、

従来の支援組織、自治会であるとか、行政区

の皆さんの一部のリーダーの人たちに後はも

うお任せということで、やはり疲弊してしま

う。そういったことが、多くの市民が、やは

り気づきを持つ機会をつくるということが大

事だと思うんです。 

 そのために、一つは、「地元学」と書いた

のですけれども、地域の良いところ、悪いと

ころ、こういったことを洗い出しながら、悪

いところは改善し、良いところは伸ばしてい

くということが、やっぱり必要であると。今、

若者会議であるとか、そういったところで一

生懸命、この地域づくりワークショップとい

うのをやっています。若者たちは、我々より

ももっと長く、この地域で、あるいは外に暮

らしながらも、この地域と関係し合って人生

を過ごしていくわけです。そのために、自分

は新城の市民である。あるいは、新城で生ま

れ育った、新城のなんらかしら関係ある、い

ろんな関係性を誇りにしながら、さあどうし

ていく、こういう「地元学」というものが、

一つは大事。 

 それから、もう一つは、これは新城でも、

特に、作手・鳳来の方で一生懸命やっておら

れるけども、都市農村との交流、こういうこ

とを通じて、自分たちの地域に空元気であっ

て、自信を持って暮らしの誇りを取り戻して

いく、こういう暮らしの物差しをつくってい

く、確信をちゃんとつくり上げていくという

ことが、やはり大事であろうということです。 

 次、お願いします。 

 そして、二つ目は、そのような暮らしの物

差しを設けて、そして、自信を持って、誇り

を持って暮らして生き続けるためには、大き

く二つの条件が、また必要になってくると思

います。 

 一つは、ソフトの面というふうに、ここに

書きました。地域づくりを支えていく仕組み

として、例えば、新城市は市内１０カ所に地

域自治区という制度を設けています。この地

域自治区は、確かに行政が用意した出先、行

政の出先機関という性格ではあるんですが、

しかし、これはどんどん進化をしていきます。

地域の暮らしを支えていく、あるいは、暮ら

しやすい地域をつくっていく、そして、地元

で事業をやってみえる医療や福祉や、さらに

は、金融や、さまざまな皆さんの仕事が、そ

こでやりやすくなると同時に、住民の皆さん

も、そういう地元のさまざまな事業体を頼り

にして、うまく活用しながら、誇りを持って

暮らし続けていく、そういうことを応援する

一つの枠組みとして、地域自治区というのは、

今、各市で生き続けています。 

 そして、そのような地域自治区というソフ

トの面、ここでは書きましたけども、そのほ

かに、ハードの面、これは、やはりどうして

もなければいけないこと、例えば、道路であ

ったりとか、それから上下水道であるとか、

電気であるとかという生活の基盤なんですけ

れども、例えば、地域自治区との関連で見る

と、これはまだ新城ではこれからになってい

る思いますけども、既に全国で始まった１４

の地域自治区などでは、地域自治区内でＮＰ

Ｏをつくって、公共輸送を行っているところ

であるとか、これはバスがなくなった、タク

シーが来ないというところで、そういった過

疎地ではこういうＮＰＯが、公共輸送を行う

ことができます。そのようなことをしたりと

か、それから、危険物の取り扱いの資格を持

って、ガソリンスタンドを運営したりとか、

これは広島県の安芸高田市というところで、

実際、私の知り合いの方がやってみえるとこ

ろなんですけども、そして、農協が閉店をし

た中で、共同のスーパーを開業して、そして、

宅配事業も生協などとも連携して行うとか、

こんなふうに生活の基盤をつくり上げていく
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ということを、内部だけじゃなくて、必要な

ものをみずからつくり上げていく、必要な基

盤を作り上げていくということも、実は暮ら

しの仕組みを作る中で、重要なことであると

いうふうに言えます。次お願いします。 

 三つ目なんですけども、これが、実はとて

も大事なことで、金とその循環づくりと書き

ました。地域づくりが、一時的に行政の補助

金や交付金などでもって、始まった、あるい

は続く、しかし、お金の切れ目が、地域づく

りの切れ目になっちゃうということが、もう

今まで何度も各地であったわけです。そうで

はなくて、地域の住民が、地域に気付きをも

って、誇りを持って暮らし続けていくという

ことを宣言するならば、それを支えていく地

域の事業者の皆さんや、あるいは、地域づく

りの地域自治区というような制度がうまく生

かされて、そして、ここに書いているのが、

その中で、お金の循環というものも、やっぱ

り生かしていきながら、地域づくりは、持続

的なものにしていくということが、大事だと。

今回のアンケートでも、このことはよくいわ

れました。 

 公共事業だけに依存しないで、地域の産業

とか、起業を応援していく。あるいは、新し

い事業にも広がりを持っていくことを応援す

る、そういうことが大事だと。所得を生み出

すだけじゃなくて、その所得が地域で消費を

されたり、あるいは投資をされたり、循環を

していくという仕組みが大事だと。よく農山

間部では、年金経済という言葉が使われます。

現金収入を得る、そういう道が非常に少ない

中で、お年寄りの皆さんの年金が、これが給

付されて、そして、その年金を使って、消費

が行われて、お金が回るということで、年金

経済ということが言われますけれども、年金

は、ただ消費をするだけじゃなくて、若い人

たち、あるいは女性の皆さん、あるいは、

我々もそうですけども、何か仕事を興したい

というときの企業の大事な資金にしたい、あ

るいは、運転の資金にしたい、あるいは、既

存の観光をやっている皆さんから、新しい特

産物を、これを開発して、そして、試しに販

売してみたいというようなときにも運用でき

たりする。こんなものとしても生かしていく

ことができないかということがあります。こ

こは、きょう松本さんもお見えなんですけど、

地元の金融機関、大手の金融機関もそうです

けども、地元の信用金庫などの協力や、農協

の協力などが特に大事になってくるというこ

とです。それは、どういう点かということは

この次です。 

 それで、全国で、このような中小企業振興

条例というのは、後で述べますけれども、よ

うやくつくり始め、中小企業というか。産業

振興条例とか、それから地域経済振興条例と

いう、こういう経済の振興をうたった条例が、

ようやく各地でもつくられるようになりまし

たが、愛知県、岐阜県、三重県は、全国に比

べて非常に少ないです。これはやはりトヨタ

系の、大手のやはり企業が立地をしていると

いうことから、そこに働く人たちが多いとい

うことなのかもしれませんが、しかし、新城

の置かれた状況は、そういう実情とは切り離

して、でも、考えていかなきゃいけないだろ

うということで、今回このような地域産業総

合振興条例の検討が始まりました。 

 では、その地域産業総合振興条例にも共通

する重要な点は何かということを、①で書い

たように、きょうこの後、審議していただき

ますが、まず、条例の理念をしっかりとつく

るということ、そもそもどうして条例が必要

なのか。そして、何を目指すものなのかとい

うことを、しっかりとつくるということと、

それから、条例の中の条文の、どこでもある

ようなものではなくて、新城らしいものと同

時に、着実に、その条例に基づいて、地域産

業を興したり、運営したり、そして、広げて

いくという見通しを持った内容にしていくこ

と。 
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 そして、三つ目は、つくるプロセスにおい

て、多くの市民の皆さんの協力を得てつくる

という、これは、この間、十分ではなかった

かもしれないけども、努力をしてきたし、こ

れからもまた最終ラウンドに向けて努力をし

ていくことだと思います。 

 ４番もということで、企業訪問などをして、

御意見をいただきました。 

 次に、お願いします。 

 これは、また後で、また出てきますのでパ

スをして。 

 これは、新城が、新城と同様に地域自治区

を、新城よりも少し早く導入した岐阜県の恵

那市というところの地域自治区というところ

の仕組みであります。これは、きょうのメイ

ンではないので、簡単に済ませますが、ここ

に地域自治区というのがあります。地域自治

区の中に、地域協議会があって、その協議会

の意図を組んで、いろんな地域活動を行う団

体が集まってきて、そして、幾つかのテーマ

にわかれて、分科会、部会というのを設けて

います。ここの中で、実は、いろんな福祉の

ことや環境の教育のことや、それから、お年

寄りの健康のことであるとか、さまざまなこ

とをやりますが、一方で、もう一つ、先ほど

言ったように、この地域自治区は単なる行政

の補助金でもって行うんじゃなくて、地域の

住民の皆さんが、地域をよりよくしていこう

という、そういう活動のために、みずから資

金を生み出すエンジンを持つということ。そ

れをこの１０年間かけて、ここは一生懸命つ

くってきました。 

 次、お願いします。 

 その一つが、この農業振興部会というやつ

なんです。幾つかの部会がある中で、この農

業振興部会が、ここがお金を生み出す仕組み

として動いています。そのために、振興部会

の中に農協の協力を得て、農事組合法人、こ

れは「なかのほう不動滝やさいの会」の長い

名前なんですけども、こういうものをつくり

まして、そして、その中で農産物、加工品の

直売、そしてレストラン、そして給食、学校

給食、特に、小学校の給食のほうに、年に何

回か提供する。そして、何よりも休耕地であ

るとか、耕作放棄地というものを、防いでい

くし、また、なってしまったところを、数年

かけて開墾して、そして、もう一回作付をし

ていく。こういう事業を、特に女性の皆さん

が、ここは「不動の滝やさいの会」が中心と

なって、そして、執り行っている、これは農

産物販売所です。 

 次、お願いします。 

 これが、その風景なんですが、女性の方た

ちが一生懸命仕事をしています。大体、少な

い方で３０万円ぐらい、年間です。多い方で

百二、三十万円の副収入は得られるようにな

ってきました。これは、まだ途中経過ですけ

ども、そのようにして、みずからの収入を生

み出すということもなって、多くの女性の方

が積極的に、いろんな事業のかかわりを持つ

ようになりました。 

 次、お願いします。 

 これは、すぐお隣の浜松の天竜区にありま

す。これは「ゆめ未来くんま」という、ＮＰ

Ｏ法人の皆さんの取り組みなんですが、ここ

は道の駅があります。皆さん行かれたことが

あると思いますけども、道の駅くんま水車の

里ということで、とてもちっちゃな道の駅な

んですが、ここの運営は、実は、金田さんと

いうおばちゃんなんですけども、この方が、

駅長さんをやられてまして、同時にＮＰＯ法

人の代表もやって、ここに、これ絵がありま

す、写真があります。これが道の駅なんです。

ここからは非常に眺めもよくて。ここで、実

は、先ほど言ったようにいろんな部会活動を

やっています。 

 次、お願いします。 

 これが、その仕組みをちょっと書いてみた

ものなんですけれども、ＮＰＯ法人といって

も、全世帯の人が参加をする。これは行政区
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の皆さんが、非常に協力をして、全世帯参加

型という形をしております。入会金が一番上

に書きました１，０００円で、あと年会費が

１００円という形をとっています。ですから、

非常に軽い、わずかなお金でもって、関わり

の場をつくるということをしています。どう

いうふうな循環かというと、地元の、特に女

性の方たち、年配の方たちが、男性は浜松で

あるとか、町なかに仕事に出かけていかれる

ことが多かった。女性は、地元に残って、そ

して、地元の畑であるとか、田んぼであると

か、それから老人の見守りということをやっ

てみえた。だけども、やっぱり自分の資格を

生かしたいとか、それから女性同士の間にコ

ミュニケーションを豊かにしたい。それから、

子育てについて、もっと意見をいろいろ行政

に提案したい。そして、事業もしたい。いろ

んなやはり希望なり、夢があるわけです。そ

こで、女性の方たちが、当時、浜松にあって、

静岡県の職員の担当者にも相談をして、ＮＰ

Ｏ法人をつくることになりましたが、その前

に、そういうような組織をつくる前に、だっ

たら、自分たちで事業を始めていこうという

ことで、まずは、各それぞれの家、第一種兼

業農家が多かったんですが、余剰産物を出し

て、それをきちっとした選別をして販売をし

ようと。 

 それから、自家加工品、自分の家でつくっ

ていたものを、これをもっと品質をきちっと

管理をして販売していこう。そして、そうい

うものの中から、おそばを地元のレストラン

で販売をして、自分たちでレストラン経営を

して販売をする。これが、母さんの店、食事

処というものです。 

 それから、物産館。これが「ぶらっと」と

いう名前で、それこそ地元でこれまでは、慣

習的につくっていたものを、販売できるもの

に切りかえをして、みそや五平餅やコンニャ

クやまんじゅうや漬け物、こういったものを

販売できるものとして、実際に販売する。そ

して、これらを実際、道の駅というコンセプ

トの中で、事業所の中で行っていき、それを

きちっと運営していくためには、ＮＰＯ法人

をちゃんとつくり運営していく。これが、い

わゆるエンジンの部分なんです。と同時に、

出張販売、これはいろんなイベントがあるん

ですね。浜松や静岡や、それから豊橋とか、

いろんなところへ出られて、そこで、ここの

特に、加工品などの販売をする。さらには、

ふるさと便を、これを会員制で、大体４，５

００円ぐらいの年間の会費で、年４回ぐらい

の発送をする。そして、浜松や静岡や、ある

いは名古屋など、東京などからも子供たちの

環境体験、こういったことを受け入れて収益

をつくって、重要な収益事業でありましたけ

ども、こういう部分をエンジンとして、そし

て、いろんな地域でやりたいこと。取り組む

べきことの、資金を生み出していく。実際に

具体的に働いて賃金を出す。それから仕入れ

代金を出す。それから、施設の維持管理費、

電気代なども出す。さらには借地料も出す。

そして、重要なことは、地域づくりの団体が、

税金を出すという、納税者になるということ、

こういうふうにして、そして、余剰の部分で、

このような福祉活動や各種イベントや教育文

化活動、環境保全活動、交流活動というふう

に。さらに、いろんな人の輪を広げていく、

これが都市農村交流であるとすると、こうや

ってその土地で暮らしていく「ものさし」を

つくっていく、ということですね。 

 次、お願いします。 

 それで、この間、お話をしてきたことを、

ちょっとまとめて、新城で、今、地域産業総

合振興条例をつくっていくということに立ち

返って、それのもう少し先に戻ってみたいと

思います。 

 そもそも、こういう地域産業総合振興条例

というのは、どこが出発点だったかというと、

１９７９年、昭和５４年です。東京の墨田区

で、中小企業振興基本条例という名前で策定
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されました。それ以降、全国で地域産業総合

振興条例という名前は、新城が初めてなんで

すけども、地域経済振興条例とか、こういう

名前で、各地でつくられてまいりました。東

京の墨田区のつくり方は、これが非常にすぐ

れたやり方でした。係長級の職員１８０人が

約９，０００の事業所を訪問して、そして、

まず実態を調べるということをしました。こ

れが中小製造業実態調査というもの、そして、

それ以後、商業の面もやりまして、こういう

やり方がもとになって条例をつくったと、翌

年につくりました。全国で今、１４７の地方

自治体でようやく制定されるようになってき

ました。こうやって自治体の中小企業政策と

か、地域産業政策の自治体の法的根拠をつく

って、そして、事業者や市民や行政が共同で、

産業振興を通じて、よりよい地域をつくって

いくという意味で、産業自治を推進するとい

う考え方で取り組みをしてきました。今、新

城では、こういう先行事例なども参考にしな

がら、今、皆さんと一緒にこういう条例の検

討をしているというのを主体に書いておきま

したが、重要なことは、今回もアンケートや、

それから企業の訪問調査などもさせていただ

きました。それは、条例をつくるということ

が、まずは大きな目的でやったんですけども、

実は、それでとどまらない。これは東京もそ

うですけども、一番下に書いたように、新城

の地域産業の今とこれからを、ちゃんとこれ

から考えていくための「カルテ」なんです。

このことが重要な点なんです。ですから、単

なる、単なるというか、条例づくりで終わっ

てはだめなんだということなんです。そうい

う意識を持って、この調査のデータは、生か

していくということで、また継続して、２年

後ぐらいには、また現状はどうなのかという

ことの調査をやらなければいけません。 

 次、お願いします。 

 ここから、ちょっと新しいことを書いてみ

ました。これ、まだこれからのことなんです

けども、行政の補助金でもって、補助金を引

っ張り出してくる条例であるならば、今まで

と余り変わりはないです。地域の市民の皆さ

んが、あるいは事業者の皆さんが、みずから

の目標を立てて、そして、地域をつくってい

くということになると、やはりみずからお金

を生み出していくという仕組みをつくらなけ

ればならないし、それから、地域の中には過

疎化が進んで、なかなかお金が出せないとい

うところもある。しかし、いいアイデアとか、

今後、そんなときには、地元の金融機関など

の協力も得て、そういうことを応援しようと

いう人たちを発掘していくことが大事なんで

す。 

 愛知県が、このつい最近ですけども、東京

のある会社と契約をして、いろんな投資を、

地元のすぐれた事業に対して、投資をしてく

れる、そういう小口の投資をしてくれる仕組

みをつくることを宣言しました。これから始

まっていくんですけど、これをクラウドファ

ンディングというふうに言います。地域の金

融機関の協力で、このクラウドファンディン

グ、小口の投資を促していくという制度を、

愛知県でもこしらえていくことになりまして、

今、県の方が説明会をようやく始めたところ

なんです。若手の農林家、農林者、農林業者、

さらには商工業者、観光のところの皆さんが、

既に仕事を持っているものであれば、その中

で、新しい仕事をつくり出したり、あるいは

サービスを開発したり、さらには地域自治区

が、先ほど言ったように、１０地域自治区が

あるわけですが、こういったところが、行政

の補助金でもって何かをやるだけじゃなくて、

もっと例えば、学校の廃校の跡地を使って、

外国人の宿泊体験事業の場所をつくってみた

り、そんなような志があれば、それを全国、

あるいは県内の各所に求めて、資金の応援を

もらうということも可能である。今回、浅見

さんの女性の団体の皆さんに、いろんな意見

を聞くと、やっぱり資金調達、それから運転
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資金、こういったところが、起業の際と運転

の際、やっぱりすごく難しかった。誰に頼っ

ていいかわからないということが言われまし

た。ですから、こういった行政からの補助金、

特に、国の補助金制度をきちっと伝えるとい

うことも大事ですけども、そういうことが地

元で必要ならば、始めていくためのいろんな

資金のお手伝いというものも、地元でつくっ

ていくことが大事だと、そのクラウドファン

ディングというのは、大きく三つの仕組みが

あります。 

 これは、我々がよくやる株式であるとか、

それから、投資信託のように、配当金、分配

金を得るという目的の投資型というより、む

しろ、ここは今の地域づくり、いろんなふる

さと納税とよく似たものなんですけれども、

見返りのない寄附型とか、あるいは、何かつ

くったら、その商品を提供してもらえる、そ

ういう購入型というような形で、負担を強い

らない、いずれにしても少額の投資を誘導し

て、地域資源の活用を積極的に行って、そし

て、販路を全国に広げていく、こんな事業を、

地域の中から興していくことも可能になりつ

つあります。これは愛知県がようやく始める

ことになりました。 

 そして、愛知県からもう一つ、積極的にや

っているのは、ＮＰＯ法人の活動の支援です。

ここはソーシャルインパクト債という名前で、

ＮＰＯ法人の立ち上げ、さらには活動を積極

専門的に支援していく。こういう債券発行を

行っています。これらなどは、４番に書いた

ように、今、新城でも、地域おこし協力隊で

若者たちが入ってきています。さらには、今

はまちに出ていっても、将来戻ってきたいと

いう人たちも、必ず生まれるし、生み出した

いと思っています。そういった人たちが、将

来、何か事業を始めていったりするときの資

本というものを、うまく用意していけるよう

な道筋を、こういう制度も一つ設けてつくる

必要があるんじゃないかなと。実は、こうい

ったところにも、今回の条例で、ちゃんとう

たって、応援していくことが大事じゃないか

ということを書いています。 

 次、最後です。これが最後です。 

 その今、ざっと言ったことを、模式図にし

たのが、次になります。 

 これは、まだ全くイメージなんですけども、

今、新城で地域産業振興条例をつくっていま

す。条例の中には、この条例に基づいて、産

業振興を進めていくための、こういう推進組

織をつくります。それに基づいて、５年後と

か、あるいは１０年とか、これからビジョン

をつくって、振興計画を進めていく。きちっ

と計画的にやっていくわけですけども、その

際に、こういう一つの絵が、新城でも描ける

のではないかなと。これは多分に今のクラウ

ドファンディングを意識して書いてますけど

も、地元には行政とか、それから、このよう

な農林業者が、協同組合、そして、中小企業

の皆さんやＮＰＯ法人の皆さんがお見えにな

ります。こういったところが、それぞれの事

業はいいんですけども、新たに、例えば、森

林とか、河川とか、休耕地とか、古民家であ

るとか、空き家であるとか、こういったとこ

ろを活用しながら、若者や女性、障害者を持

っている人や高齢者、こういったところが、

活用して、そして、例えば地産地消品である

とか、環境に寄与するようなフェアトレード

商品であるとか、こういったものをつくって

いく。そして、つくるためにクラウドファン

ディングを活用して、こういったものをつく

っていく。つくったものを、これは道の駅で

あるとか、あるいは、ネット上であるとか、

いろんなところで販売をしていく。そして、

その中からこういった方たちにお給料が回っ

ていく。そして、地元で消費が、また繰り返

されるというような、こういうお金の循環と

いうものもこの条例が根拠となってつくれた

らどうなのか、ということを、まとめてみま

した。 
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 これは、あくまでもイメージなんですけれ

ども、この際に、例えば、東三河という、新

城の単独ではなくて、東三河であるとか、あ

るいは三遠南信であるとか、そういうこれま

での市町村のつながりというものも意識して、

そして、全国で、こういう小口投資について、

非常に志を持って、応援しようという人たち

も出てきています。魅力があって、本当に訴

えかける力が強ければ、応援をする人たちも

出てきていますし、そういう道筋も県と金融

機関の協力を得て、地元で地域づくりのため

に役立つことであればということで、今用意

されていますので、こういった制度もうまく

活用して、お金の生み出しと、そして、循環

をつくり上げていく、こういう条例が新城に

できたらということで、ここではまとめてみ

ました。これはイメージですけれども、また、

きょうのこれからの議論に役立てていただけ

たらということで、最初に、御紹介をいたし

ました。 

 以上です。ちょっと時間かかりましたけれ

ども、議論の中で、話題にしていただけれた

らと思います。 

 以上です。 

○加藤宏信副課長 ありがとうございました。 

 それでは、こちらの方たちは、一度お戻り

ください。 

○川合教正副部長 それでは、済みません、

Ａ班とＢ班、それぞれパワーポイントなり、

ワードなりで、既に、皆さんにお配りした意

見、それから条文の修正等は、もう皆さんに

見ていただいた内容も入っておりますので、

協議をしていただきながら、前文から全ての

ところに内容を確定していただくような形を

とっていきたいと思っておりますので、よろ

しくお願いをしたいと思います。 

 それぞれの班で進めていただきたいという

ふうに思います。 

 済みません、５０分間でなるべく全部のと

ころを網羅的に進めていただくということに

させていただきたいと思いますので、皆さん

お持ちいただいた意見を率直に出していただ

き、お話しいただければと思います。 

 以上です。よろしくお願いいたします。 

 

（Ａグループ討論開始） 

 

○川合教正副部長 今、前文がここにありま

すけど、例というふうに書いてあるのは、た

たき台です。今、最初にお示しした内容です。

それ以降の部分が、１番から２番、３番、４

番、５番のような形で、９番まで皆さんから

出していただいた内容です。それ以降は、意

見というふうに、１０番以降は意見というふ

うになっていますので、意見について、若干

だけ説明させていただきます。 

 １０番のところに意見がございます。協働

という部分で、このともにという共働でもよ

いのではないですかということではあるんで

すが、既に、自治基本条例というのができて、

そういう協働の部分の内容はこんなふうにあ

りますよという意見です。 

 次、お願いします。 

 １１番については、「誰でもが見やすくて

わかりやすい前文がいいんじゃないでしょう

か」というような形で、やっぱり最後のほう

に「男女問わず愛されるものにしてほしいで

すよね」という意見。１４番のところは、

「産業の振興と市民の生活は表裏一体だよ

ね」という内容で、やっぱり市民の暮らしと

か、住みやすいまちづくりということも一つ、

意見として出させていただきたいということ

で、意見としては、そこまでいただいた内容

です。ここまでの内容で、皆さんから意見を

いただきたいんですが、浅見さん何かありま

すか。どうぞ。 

○浅見雪絵委員 そもそものところで、ちょ

っと共通の認識を確認したいんですけど、結

構この中に前文で主要な文になるところが、

地域産業が市の発展に欠かすことができない
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ものであるというところだと思うんですけど、

結構、半分ぐらいそれを消している方が多く

て、そもそも市が発展するには、絶対、その

市の中から生まれた産業もいるし、外から入

ってくる産業も絶対いるというものは、もう

認識として認めてあって、今回、この条例を

つくるに当たっては、地域産業のことに限定

して考えるといいんですか。 

○鈴木誠委員長 地域産業って何だろうと、

多分、疑問も生まれてくるだろうから、その

辺は、地域産業って、中小企業だけなのか、

個人事業所だけなのかとか、農林業はどうす

るのか、さまざまやっぱり意見は出てくると

思いますけども、ここでは、とにかく地域産

業とは何かということも皆さんで議論しても

らいながら、合わせて地域産業が、やはり地

域の雇用も生み出すし、所得も生み出すし、

そして消費を促すと同時に、それがただゴミ

を生み出すということではないので、合わせ

て地元の環境にも貢献したいとか、福祉にも

寄与するということを想定して、地域産業と

いうものが、新城のこれからの将来づくりに

とってなくてはならないという観点に立って、

条例をつくるということで入っていただいた

方がいいんじゃないかなというふうに思いま

す。 

○浅見雪絵委員 それは、１３番の意見だと

思うんですが、多分、皆さん地域産業という

のが、新城市内で生まれている産業のことと

いう、多分、頭の中にあるから、なぜ地域産

業なのか、新たに外から誘致するのは、今回

は入れるのか、入れないのかというようなと

ころが出て、結構、大幅に方向性が前文の所

で半々にわかれちゃったもので、今回は地域

産業ということで、そういうのもつくります

よという。 

○鈴木誠委員長 それでいいです。 

○浅見雪絵委員 そうなると、結構、何か削

除、削除で、ちょっとこれだけ、今回つくり

たいのとは違いますよねというのが、まざっ

ているのかな。 

○鈴木誠委員長 僕はひとつ、好きなやり方

は、好きなキーワード。これ大事だなと思う

ところを、拾い上げて。 

○浅見雪絵委員 拾い上げてきて、書く時間

ないと思ったんで、仕分けできるように、前

文に入れるものと、条文に入れるものと張り

つけていけるようにしようかなと、こんな立

派なのが準備されている。 

○川合教正副部長 いいですよ、全然全然。 

○浅見雪絵委員 そうすれば、多分、だから、

たくさん意見が出ても、何か、今、条文と前

文だけ考えようとしていると、みんな入れた

いことが、たくさんばらばらにあって、自分

の分野があるから、全部入れたくなっちゃう

んですけど、多分、それって戦略ビジョン方

に、細かく今後やっていくほうに入れる形な

ので、せっかく今、出ている意見が、取捨選

択していくんじゃなくて、それは前文に入れ

ましょう。条文に入れましょう。ビジョンの

ほうの項目にしましょうというふうに仕分け

していけば、多分、結構すんなりいくんじゃ

ないのかなと、やりたいことは多分、結構、

ビジョンのほうが多いので、そうすれば、ど

うですか。 

○加藤直詳委員 それも全然ありだと思いま

す。 

○浅見雪絵委員 そう書いてもいいと思いま

す。書く時間がなくて。 

○加藤直詳委員 ポストイットって。 

○浅見雪絵委員 持ってます。多分。 

○川合教正副部長 ホワイトボードは、あり

ます。今、準備します。 

○浅見雪絵委員 先生、もう一つ質問しても

いいですか。 

 基本方針のところで、ほかの例で出してい

ただいたところ。 

○鈴木誠委員長 方針も方向性ですから、こ

の条例は、どういうことを目指していくこと

なのか。今回、さっきあそこ三つの物差しを
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おきましたよね。だから、新城のそういう目

標なりをもう書いちゃっていいと思うんです。 

○浅見雪絵委員 何か、大事なところで、先

生が言われた柱が、逆に三つ入ってて、漠然

というか。 

○鈴木誠委員長 そこは、やはり根拠持って、

基本的な方針というのは、こういう文言なり

という内容でいいんじゃないかという提案を

して、一つにまとめれればそれでいいけども、

そうでなければ、複数併記の形でも二つの考

え方があると描いていただいても構わないか

なというふうに思うんですけどね。 

 皆さんのどうでしょう。 

○片桐課長 これを、ここへ貼っていく。 

○浅見雪絵委員 何か、前文入れたいものと、

こっちは条文の細かいものでいいんじゃない

のというものと、もっとさらに、細かい戦略

ビジョンを、こっちでいいんじゃないのとい

うのを。 

○加藤直詳委員 ちょっといっぱいになりそ

うだったら。 

 浅見さん、出していただいて。 

○浅見雪絵委員 事前に書いてあるのを貼り

つけてください。 

○加藤直詳委員 了解です。 

○鈴木誠委員長 基本方針も、当初は随分と、

他都市にはない云々なんて書いてありますけ

ども、そこのところは、皆さんがどういう方

針を、新城の場合はつくったらいいのかとい

うことで、今のようなアイデアをもう一回出

し合っていただいてもいいのかなというふう

には、僕は思うんです。他都市にはないとい

うのは、何か表現として変ですよね。どうで

すか。新城にはない、新城にしかない、これ

は誰か書いてありますよね。新城にしかない

特性をしたい、地域における生活、なかなか

いい表現だなというふうに思ったし。 

○浅見雪絵委員 じゃあ、キーワードを拾っ

ていきます。 

○川合教正副部長 前文の部分では、キーワ

ードというのも、ほとんど言っていただけれ

ば書いてここに貼りますので。 

○浅見雪絵委員 まず、さっき先生に教えて

もらったとおり、地域産業の振興が市の発展

に欠かせないものであるという主要の文章は、

もうそこ決定で。 

○加藤直詳委員 いいですか、皆さん。 

○浅見雪絵委員 あとは、厳しい経済状況と

いうのがあんまりじゃないのかなと消しちゃ

った方がいたと思うんですけど、確かに。 

○川合教正副部長 ちょっと後ろ向きじゃな

いかという意見があったね。厳しいという。

もう皆さん厳しいっていうんじゃないかなと

いう。 

○浅見雪絵委員 それが、今後、何十年使わ

れるとして、確かに不況のときにつくったら、

こういう感じかもしれないですけど、だから、

順応したと書かれている方が見えて、そうい

うふうに、厳しい経済状況というのを削除し

てもいいのかどうか。 

○川合教正副部長 バツとしましょうか。そ

うするとわかりやすいから。こっちに貼っち

ゃう。 

○山本勝利委員 だけど、厳しい経済状況に

間違いないんですよね。バブルのような状況

というのは、もう望めないと思うんですね。

だから、それを考えたら、やっぱり今、こう

いう条例を作成していくということを考えれ

ば、現在の状況を踏まえて、新城市の産業と

いうものを考えていくとしたら、新城市が置

かれている立場を考えたときには、やっぱり

かなり厳しい経済状況に見舞わっているとい

うことは、省いちゃっていいかなという、僕

は非常に疑問を感じている。 

○川合教正副部長 実態をはっきり把握した

というふうに書くのか。 

○松本吉生委員 僕は、この３番の３行目の

「本市にとっても、地域を未来へつなぐた

め、」これすごいいい言葉だなと思っている

んです。ごめんなさい。僕は厳しい経済状況
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って消したいと思っていて、それは何でかと

いうと、厳しくても厳しくなくても、やって

かなきゃいけない。もし、ちょっと済みませ

ん、これは僕は言い過ぎかもしれないですけ

ど、経済状況が良くなっても、新城市厳しい

かもしれないです。全国的には良くても、な

んで、それは時代とかに関係なく、将来バト

ンタッチしていくために、今を頑張りましょ

うという、どんな状況であっても、今を頑張

りましょうということを言いたいんで、僕は、

どちらかというと、厳しいとかというのは除

きながら、何のために、いや、それは本市に

とって、未来へバトンタッチしていくために、

つなぐためにこれをつくったんですというよ

うな感じにしたいなと、済みません、僕個人

的にはそういうふうに思います。つなぐとい

うのは、この未来へね、渡していくという、

どんな状況であってもというようなところで

包含していただければなとは思うんですけど

ね。 

○浅見雪絵委員 １番の人口の少子高齢化や

経済活動、生活様式の構造変化の中でみたい

な、詳しく書くのか。それとも、良くても悪

くてもというような意味で、悪くなるだけと

は限らないから、良くても悪くても、それに

順応したという意味で書くか。どっちかにし

ていきますか。 

○山本勝利委員 そこのところは、私もそう

思います。ただ、少子高齢化というのは、例

えば、新城市が置かれている立場を考えたと

きに、結局、後継ぎの問題なんですね、これ。

厳しい、後を継ぐ人たちが、地元に残ってい

れば、そんなに少子高齢化という問題は起こ

ってこないんです。みんなどちらかというと、

勤め先とか、そういう形、新城市の外に出て

いっているから、こういう少子高齢化という

問題が生じてきているんで、だから、あの言

葉というのは、前文の中に、僕も入れなくて

もいいんじゃないのかなというのは、そうい

うあれはニュアンスを持ってます。 

○浅見雪絵委員 言葉の問題なんですけど、

私のときは、社会科で「少子高齢化」と習っ

たんですけど、今の教科書で「少子高齢社

会」となっており、「化」という字は削除さ

れてて、「化」というのは、そこに進んでい

て、もう今は進んだ状態だから「化」を使わ

ないという、この言葉入れちゃうと、何十年

後の見たときに違う。 

○加藤直詳委員 それが当たり前になる。 

○浅見雪絵委員 大きい枠組みで、 

○川合教正副部長 そうですけれどもという

部分ですよね。 

○鈴木延良委員 条例というのは、今作った

ら、あと、見直ししてある程度の時期がきた

ら、改定するということは、ありますよね。 

○川合教正副部長 あります。 

○鈴木延良委員 そのときそのときに合った

形の中で、見直したり、していかないかんと、

部分ですよね。そうすると、現在のところで、

僕、今の厳しい経済状況というのは、いつい

っても厳しいと思うんですよね。本当にみん

なが満足するというときはないと思うんで、

僕は、これはもう常に、やっぱり厳しい経済

状況があると思うんで、文字としては、不要

だと思うんですよね。そういう中で、そうい

うところを、どういうふうにしていくかとい

うので、今さっき少子高齢化か、何かが出て

きているんですが、先ほど先生からも言われ

たように、新城なんかは、特に、新城らしい、

そういうものをつくるということだったら、

新しく今、自治区制度を取り入れて、今、か

なり成果も上げているし、活発化に活動され

ているところがあるので、そういう、ここが

３番目の地域自治区制度というのは、入れな

がら、一つの新城らしい部分になると思う。

愛知県でもまだ２番目ですよね。そういう意

味では、本当に、そういうものを含めた中で、

文書をまとめていっていただけたら、ぜひ、

この自治区は入れていただきたいなという部

分と、あと、文言をもう少し検討していただ
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ければと思いますけどね。 

○浅見雪絵委員 文法からいくより、全体的

に流していきますかね。今言われた地域自治

区。 

○加藤直詳委員 それできるんですかね。 

○山本勝利委員 僕は、地域自治区は、まだ

２年しかたってないから、本当に新城は取り

入れて、確かに言われるように、うまく回転

し始めていると思うんです。だけど、もう少

し、例えば、豊田にしても、もう１０年ぐら

い経験を持つ、もしあれだったら、条文じゃ

ないほうに取り入れたほうが。 

○浅見雪絵委員 さらに、ビジョン、戦略ビ

ジョンに載せる。 

○山本勝利委員 そういう方に取り入れると

か。条文には、まだ。 

○鈴木誠委員長 前文ですね。 

○山本勝利委員 前文か。前文には、ちょっ

と早い。早いか。 

○浅見雪絵委員 候補みたいに、下に貼りつ

けてというのは。 

○山本勝利委員 早いかな。 

○鈴木延良委員 いや、早いですよね。それ

は２年か、３年のところだけど、だけど、こ

れから、そういう力を入れてやっていこうと

いう、そういう意気込みは、やっぱり欲しい

なと思う。 

○川合教正副部長 未来志向の中でですか。 

○鈴木延良委員 それが定着しちゃってから、

入れていくよりは、そういうことを実際、み

んなで育てていけるというのは。 

○加藤直詳委員 条文とかにも入れたい、入

れられたりしますけどね。 

○川合教正副部長 ほかには。 

○浅見雪絵委員 さっきの未来へつなぐは。 

○松本吉生委員 地域を未来へつなぐ。 

○浅見雪絵委員 未来をつなぐは、私は入れ

たらいいんじゃないかなと思うんですけど。

ほかの方は。 

○加藤直詳委員 未来へつなぐ。 

○鈴木誠委員長 未来へつなぐって、２重マ

ルです。地域を未来へつなぐため、地域産業

の振興に欠かせないという言葉は、これはち

ょっと名文だよね。 

○松本吉生委員 いいですよね。 

○鈴木誠委員長 未来志向って、やっぱり大

事なんです。 

○川合教正副部長 たゆまぬ努力みたいな。 

○浅見雪絵委員 同意語として、持続可能な

まちづくりも、２番目に入っていたと思いま

すけど、どうしましょうか。 

○加藤直詳委員 せっかく、何か表現の中で。 

○浅見雪絵委員 今、少子高齢化と少子高齢

社会、ちょっと違いますけどどうしますか。 

○川合教正副部長 そのほかでキーワードと

か。 

○片桐商工・立地課長 まず、キーワード。 

○浅見雪絵委員 今の主体、経済状況のとこ

ろで、７番目の方が、経済や情報のグローバ

ル化という言葉を入れているんですけど。 

 確かに、厳しい経済状況というよりは、今

風にはなっていると思うんですけど、グロー

バル化が果たして、新城市の産業条例をつく

るということかどうか。どうですか。 

○加藤直詳委員 厳しい経済状況というのか。

まだか。 

○松本吉生委員 ８番の、一番最初のこの、

済みません、私は新城の人間でないですけれ

ども、「私たちは美しい自然と歴史と伝統文

化に誇りを持ち、地域愛を大切に育む新城市

の市民です。」自分たちの誇りみたいなのを

言っているんで、非常に何か、先ほどの未来

志向じゃないですけど、何か自信持ってやっ

ていこうみたいなのが感じられるんで、非常

にこういい文言なのかなと。 

○浅見雪絵委員 先生の作品ですね。誇りと

いうのもありましたもんね。そうです。こう

いうのが前文っぽくて。 

○松本吉生委員 地域愛、豊かな地域愛。 

○浅見雪絵委員 そうですね。でも、これは
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単独の言葉として入っていたところを出した

んですけど。 

○松本吉生委員 地域愛、地域愛。 

○浅見雪絵委員 ほかにどうですか。東三河

広域圏、奥三河地域という言葉がありました

けど、これを。 

○加藤直詳委員 奥三河。 

○浅見雪絵委員 奥三河を全面的に入れてい

くと、私、これ、後から出てくる条文のとこ

ろで、市長の責務の辺で出したらどうかなと

思ったんですけど。 

○加藤直詳委員 どこかには入れたい。 

○浅見雪絵委員 そうですね。どこかには入

れたい。ちょっとそれね、市長の責務。あと

は、２番目の方が女性、若者の意見を生かし

と書いてくださっていたんですけど、これは、

基本方針のほうにも入れていただいていた方

があったので、そっちがいいんじゃないかな

と思うんですけど、そこから派生して、基本

方針のところを見て、ちょっと書き出したん

ですけど、ちょっと基本方針のところを出し

ていただいてもいいですか。見ていただくと、

例を見ていただきたいんですけど、１個目の

ばっと見ていくと、一番最後右のほうに、雇

用を生みにと書いてあるんです。４番目の点

も、雇用の場をつくりと書いてあるんです。

５番目も雇用と創出と書いてあるんです。で

も、雇用、雇用、雇用ときてて、これ１個で

いいなと思って、なので、こうやってちょっ

と文章で長いと、多分、整理しにくいので、

言葉でまとめてみて、ここの基本方針に入れ

たいのは、例を見てなんですけど、雇用と異

業種間連携、協力するということを入れるの

と、あと視点、女性と若者の視点というふう

に書かれていた方がいて、それとあと気持ち

の面、住みたいとか、住み続けたいとかいう

言葉が入っていたので、そういった点にわけ

て、そのほか、もし入れたい言葉があればと

いうふうにまとめたほうがいいのかなと思っ

て、書いてみたので、この分けてく中で、も

し、これは基本方針のほうじゃないというよ

うなことがあったら、そっちに分けていただ

ければいいかなというのと。 

 ただ、さっき先生にちょっと質問させても

らったんですけど、ほかの地区の基本方針は、

先ほど先生の資料で三つの柱というふうに出

てきていたように、結構大きいくくりのこと

を書いているんです。例えば、倉吉市だと、

これ多分、ちょっと前々回の資料なので読み

上げますけど、「持続的発展の可能な地域社

会を構築することにより、市民生活を豊かに

すること」というのを基本方針にまとめてい

る。 

 ２番目が、「資金が循環する仕組みをつく

る」ということを入れている。 

 ３番目が、「事業者の育成をして、創業を

促進していくこと。」すごい広く書いてて、

余り業種の名前とかは出てないんですけど、

今回、たたき台で新城用につくっていただい

たのは、総合計画から引っ張ってきているん

で、結構細かいことが載っていて、商工業、

農林業、観光業、医療、福祉、建設業、金融

業とか、そういう細かいところは入っている

んですけど、どなたかが介護が入ってないと

いうような指摘をされていて、確かに、こう

いうふうに一つずつ挙げていくと、入ってい

ない人たちどうするのとなっちゃうなと思う

ので、ちょっと細かく上げていくんではなく

て、ほかの市のように、本当に柱となる考え

方というふうにもっていくか。それか、今こ

こで出したみたいに、細かくはないんですけ

ど、ピックアップして入れれば、ここは大分、

違いがあったので、やり方を私たちの中で決

めてからじゃないと進まないかなというのが

あったので、それを踏まえて前文に入れるの

か。条文に入れるのか。基本方針に入れるの

かという。 

○山本勝利委員 否定的な意見を言って申し

わけないんですが、例えば、地域愛という言

葉をさっき言いましたけど、地域によっては、
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あと５年、あるいは１０年たったら、もうそ

こに人が住んでいるかどうかわからないよう

な地域が、もう実際に市の周辺部では、もう

起きてくるわけですね。だから、新城市の現

状を考えていくときに、私は、そういう現状

をきちんと考えて、そういう文言というのが、

考えていかなきゃいけないんじゃないか。だ

から、非常にシンプルのもので、僕はいいの

かなというのは、そんな感情を持っておりま

すけども。 

○加藤直詳委員 前文のところ。 

○山本勝利委員 前文なんかでね。あれは地

域愛という、そんな感情を持っておりますと

いうことだけです。 

○浅見雪絵委員 戻っていいですか。前文に

戻って、２番とかが、女性、若者の意見とい

うふうに書かれているので、私は、これは前

文じゃなくて、基本方針のほうに入れたらい

いかなと思いますけども、ターゲットをしぼ

るというのは、やっぱり前文ではしないほう

がいいと思うので、あと地域を絞るというの

も、やっぱり前文ではしないほうがいいと思

うんです。両方、この基本方針でいいのかな

と思うんですけど。 

○鈴木延良委員 基本方針で。 

○浅見雪絵委員 ついでに言わせていただく

と、基本方針のほうで、若者や子育てに目を

向けた、若者に目を向けたとあったんですけ

ど目を向けたってちょっと使いたくないと思

って、目を向けるということは、若者以外が

若者に注目しましょうといっちゃっているの

で、さっきの自主的なところからいうと、若

者の立場、女性の立場という言葉じゃないと

だめだと思うので、視点とか、立場とか、そ

っちのほうに変えるべきかなと。どうですか。

もし入れるとしたらね。 

○松本吉生委員 若者というか、未来に目を

向けたという形にすると。例えばね。 

○浅見雪絵委員 私は、未来につなぐと、思

った。 

 漠然と未来へつなぐというか、未来に目を

向けるという言葉が前文になって、細かくと

いうのが基本方針のほうでいいかなと思いま

す。 

○松本吉生委員 だから、前文があって、前

文がいわゆる理念ですよね。基本方針が目指

すべき方向ですよね。条文がつぶつぶのやり

方みたいな話だから、それをちょっと意識す

ればいいんじゃないかな。若者とか女性とか

という言葉にすると、やっぱりやり方みたい

なところに、一番最後の条文で、前文のとこ

ろはやっぱり理念とかなんで、物事の考え方。

それを意識して、ちょっと分けてったら、も

うちょっとぱぱぱっとできるんじゃないです

かね。 

○浅見雪絵委員 業種の名前を出すのは、ど

うですか。 

○松本吉生委員 いや、余りいい気はしない

と思います。 

 おれんちの仕事入ってねえよみたいな、そ

うなっちゃうんで。 

○浅見雪絵委員 女性とか。 

○松本吉生委員 余りいいかな。 

○加藤直詳委員 新しい産業とか。 

○浅見雪絵委員 それは多分。 

○松本吉生委員 確かに、ＩＴみたいなの出

てくるかもしれない。 

○浅見雪絵委員 私、ビジョンという枠をつ

くったのは、ちょっとこれ前の、大分、前の

資料なんですけど、倉吉市の地域産業振興ビ

ジョン体系図というのがあって、前回、私、

こういうのをつくるんだと思っていたので、

ターゲット分けとか、業種分けというのもし

ないといけないと言ってたんですけど、ちょ

っと「とんちんかん」なことを言って、本当

に大変申しわけなかったなと思うんですけど、

このビジョンというのは、今はつくらないと

いうふうな方向だと思うんですけど、多分、

こういうふうに、個別に業種をわけたりする

と、結局、このビジョン体系図のほうになっ
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ていっちゃうんで、倉吉市のもちょっと見比

べたんですけど、条文とビジョンが余りかぶ

ってもないんです。多分、違う人がつくって

いるなとか、すごくわかって、こうなってく

ると、条文の意味がない。条例の意味がない

となっちゃうんで、やっぱり先ほど先生の資

料にあったんですけど、リンクしてないとし

ょうがないので、だから、今の段階で出てき

た言葉を、どんどんビジョンとか、戦略のほ

うに回せるように、うちらがたたき台をつく

っていただいて、そこから修正するのと一緒

で、例えば、今度はビジョンとか、戦略図の

ほうをたたき台として軽くつくっておいて、

今後、戦略会議に呼ばれた人たちが、もっと

細かく見ていってもらうというふうにしたほ

うが、良いと。言葉をどこ拾うかというのが、

あと、つながりが、しっかりしてるかなと思

うので、業種の名前を出すのはビジョンのほ

うで。 

○川合教正副部長 こうするから、ビジョン

がこっちへリンクして。 

○浅見雪絵委員 さらに細かく。 

○川合教正副部長 できてくよという形をと

ったほうがという。 

○山本勝利委員 例えばね、1の中で、「豊

かな自然、」これは良いと思います。「歴史

に恵まれた」というのは良いことなんだけど、

「災害が少ない」というところは、たまたま

新城市は災害が起きてないというだけであっ

て、非常に危険地帯が数多くあるという地域

です。だから、そういうことは頭に入れなが

ら、こういう前文というのは、前文というか、

それを考えていかないと、あとで何だという

ことになりかねないのかなと、そういう心配

が、私は何か今、悪いことばかりしか言って

ないけど。そういうことが頭の中に。美しい

言葉はいいんだけども、それが現実の新城市

に即しているかどうかということなんですね。 

○加藤直詳委員 ＮＧワード。 

○浅見雪絵委員 ＮＧワードももしあれば、

出しますか。 

○加藤直詳委員 使わないほうがいいという。 

 どこに入れたらいいか悩ましいところなん

ですけれども、これまで聞いていた中で一番、

唯一の商工業者というか。やっぱり地元の産

業化があって。やっぱり目に見えるところで、

地域内でのお金の、やっぱり循環という線が

ふえるというキーワードはしっかり入れてい

きたいなと。ある意味、行政に対する要求と

しては、本当に、地元の商店とか取り上げた、

売り上げがある意味、自信になるから、もっ

と抑えたほうがいいのかな。 

○浅見雪絵委員 倉吉市の例を見ますと、

「外貨獲得産業（地域外から外貨を獲得し、

地域内に所得をもたらす産業をいいます）を

育成するとともに、地域内で資金が循環する

仕組みを構築することにより、地域の経済自

立度を高めること」というのが、基本方針で

す。地域内で資金が回る話してましたもんね。

基本方針でもいいのかなと。 

○松本吉生委員 これは、でも基本方針にな

るんじゃない。雇用は、目指すべき方向とい

うこと。 

○浅見雪絵委員 雇用も増やす。雇用を増や

すので、産業活性の手段か、目的ですか。発

展させるために、雇用を増やす。雇用を増や

して、産業化する。それとも、経済活性、お

金が回ることを・・・倉吉市の場合は、雇用

というのは、基本方針には出てこなくて、も

うビジョンの戦略のほうで、どうやって雇用

を増やすかという戦略にしているんですけど。 

○加藤直詳委員 戦略。 

○浅見雪絵委員 それ戦略ビジョン。 

○山本勝利委員 いいですか。先ほども先生

方でいろいろな地域起こしとか、いろいろ出

ましたね。産業の一番、振興の基本というも

の。やっぱりその地域の中で、循環する仕組

みというのが、非常に頭の中でちょっと残っ

ているもんですから、もし、そういう夢とい

うことだってあるのなら、そういう仕組みみ
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たいな言葉は、ちょっと言えないんですが、

そういう文言が、もし前文の中に入れること

ができたら、そういう特徴があってできるの

かなというのが、そんな気もする。今ちょっ

としているんですが、先ほどの加藤さん言わ

れたような。 

○加藤直詳委員 例えば、若者創造支援とか、

そういったものが。 

○山本勝利委員 循環というのは、いろいろ

な立場で、そういう仕組みというのが、やっ

ぱり地域産業の基本ですわな。 

○加藤直詳委員 そうですね。 

○鈴木延良委員 要は、今、先生が先ほど言

われた地域おこしのことでも、やっぱり全体

の中で、そういう一つのことが、ものすごく

成功しているとか、そういうことですよね。

それだけでやっているわけではないので、そ

ういう、こういう活動を通した中で、そうい

う目玉商品というか、目玉の活動の地域おこ

しができているんだよということだと、これ

から新城でもそういうものができるような形

にしとけばいいわけですよね。それが、どこ

がいいかというのは、僕ちょっと突っ込んで

ないんですが、そういうものが新城からいく

つかそういうものが、これはやっぱり含んで

いると、そういうビジョンなり、基本方針な

り、そういうものが、新しい芽が出てくるよ

うなものが入ってくる、形にしていけばいい

かも。全部考えていると、なかなか難しいか

なと思うもので、僕の意見ですけどね。前文

をちょっと整理してやって、その次に、そこ

で前文で落としたものは、どこへもっていく

かというような形の進め方をちょっと考えら

れないですかねえ。 

○加藤直詳委員 今のところ出てきているの

が、前文が結構、未来に対する前向きなキー

ワードだということで、地域産業の振興が、

方針の発展に欠かすことができないというこ

とであったり、未来へつなぐ。それから、持

続可能なまちづくり、それから地域愛、地域

に誇りを持つという、これは結構、漠然とし

たところで、今のところ前文のキーワードが

集まったところ。 

○浅見雪絵委員 １個目の誇りのところが、

まず、手持ちの段階で出てきて、２個目の地

域産業の振興が本市の発展に欠かせないもの

であるというのが、共通認識のめざすところ

で、最後が、何々のために、この条例を制定

しますで結ばないといけないので、何のため

にのところが、今、言葉が抜けているので、

そこを埋めれば、多分、前文ができ上がりそ

うですけど。そこに未来へつなぐとか、持続

可能なとか、入れるものを決めますか。 

○加藤直詳委員 未来のために、条例を制定

します。 

○浅見雪絵委員 何々のために条例を制定し

ます。 

○松本吉生委員 そうなんですけど、前回の

話とかでいうと、浅見さんだっけ、何か住み

やすくて、暮らしやすいとかという、確かな

んかおっしゃったと思うんですけど、発展と

いう言葉でなくて、そういうような、もうち

ょっと。 

○川合教正副部長 やわらかい。 

○松本吉生委員 やわらかい感じで。 

○川合教正副部長 わかりやすいというか、

ストレートな。 

○松本吉生委員 暮らしやすい、発展と入れ

てもいいんですけど、暮らしやすく、住みや

すいというほうが、何かわかりやすいし、特

に、女性とかには遡及しやすいんじゃないか

なというような気がしますけどね。 

○鈴木延良委員 受け入れやすい言葉ですよ

ね。 

○川合教正副部長 わかりやすいといいます

か。 

○鈴木延良委員 何か、そういう具体的な。 

○浅見雪絵委員 だから、経済発展が究極の

目的じゃなくて、住みやすいことが、住みや

すくて。 
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○松本吉生委員 住みたくなるまちだっけ、

何だっけ。何か言ってましたよね。何か。来

たくなる田舎です。住みたくなる。 

○浅見雪絵委員 選ばれる田舎だ。 

○松本吉生委員 選ばれる田舎。それはやっ

ぱり暮らしやすいとか、住みやすいから選ば

れるものであるし。 

○浅見雪絵委員 選ばれる、これは何か川合

さんが言ったのではなかったかな。私もすご

いと思った。 

○浅見雪絵委員 になるために、この条例を

制定しますか。 

○松本吉生委員 選ばれる。 

○山本勝利委員 いいですか。例えば、これ

は新城市の特徴じゃないかもしれないけども、

例えば、地域の人たちが一つのことを考えて、

それによっては、行動を起こして、それによ

って、一つの行動を起こすということは、一

つの事業なり、そういうものを立ち上げて、

それが周りの人たちに影響を与えて、少しそ

ういう形で循環というか。回るというような

形の仕組みができ上がれば、実は、これがそ

の地域の活性化につながっていくんだという

ような、そういう形の何かうまく上げること

ができるといいがなというのは、これは全体、

全般的な何か。 

○松本吉生委員 難しいですね。 

○浅見雪絵委員 例をちょっと見ていただい

て、文を確定していきましょうか。 

 まず、最初に８番の「私たちは美しい自然

と伝統文化に誇りを持ち、地域愛を大切に育

む新城市の市民です。」 

 その次に、例に戻って、「厳しい社会状

況」を抜いて、「社会情勢の変化の中で、地

域産業の振興が、人口定住や地域の活性化に

果たす役割は非常に重要になってきています。

地域産業の振興が、本市の発展に欠かせない

ものであることを、地域で共有し、関係者も

共同で、地域経済の振興を図ることによ

り、」までいって、その後に、ちょっとあけ

といてもらって、何ちゃらのために、この条

例を制定しますと結べるの。この条例を制定

します。 

○加藤直詳委員 ちょっとぼけてますかね、

大丈夫ですか。 

○鈴木延良委員 大丈夫ですよ。 

○浅見雪絵委員 選ばれる田舎と。あげてく

ださい。ちょっとこのつながりが変なので、

自分でちょっと文面、飛んでますもんね、突

然ね。未来。選ばれる田舎、住みたい、住み

続けたい、おかしい。 

○山本勝利委員 もしあれでしたら、ちょっ

とさっきの循環ということを取り入れたなら

ば、例えば。 

○浅見雪絵委員 何て入れましょうか。倉吉

市を見ると、地域内で資金が循環する仕組み

を構築する。資金が循環する仕組み。先生の

資料、小さな経済、所得が地域内を循環する

仕組み。所得が循環する仕組みか、資金が循

環する仕組みかというところですけど。違い

ますか。あと漏れてる言葉はありますか。 

○山本勝利委員 要するに、「地域産業の振

興が、本市の発展に欠かせないものであるこ

との理解を地域で共有し、関係者の協働で地

域経済の循環を通して、地域の活性化に果た

す役割は非常に重要になってきております」

という形、そんなふうにちょっとつなげるこ

とができないかどうか。 

○浅見雪絵委員 関係者の協働で、地域経済

の循環を通して。 

○山本勝利委員 として、地域の活性化に。 

○浅見雪絵委員 地域の活性化に。 

○山本勝利委員 こういうことが、地域の活

性化につながるんだということ。ちょっとあ

れですけど、もし入れるだったならばの話で

す。 

○浅見雪絵委員 何か女性からすると、難し

いですけど、関係者の協働っていうと、「は

あっ」てなるんですけど、そんな言葉使わな

くていいかなという、もっと噛み砕きたいで
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すよね。山本さんが言ってくださったのを、

わかりやすく、平仮名を多めで。 

○加藤直詳委員 産業界じゃないけど、何だ

ろう。 

○浅見雪絵委員 循環を通して、地域の発展

にするか、地域の活性化にするかは、どっち

が。１回、地域の活性化出てきてますね、先

に。何のために、この条例を制定しますのと

ころが決まれば、おしりが決まれば、多分、

言葉つなげれるんですけど、ここが一番、重

要な言葉を持ってこなきゃいけないから、未

来へつなぐために、この条例を制定します。 

○松本吉生委員 いいじゃないですか、今、

地域を未来へつなぐために。 

○浅見雪絵委員 選ばれる田舎となるために、

この条例を制定しますとか。 

○松本吉生委員 地域を未来へつなぐため、

この条例を制定します。 

○榊原課長 ちょっといいですか。２行目の

「地域産業の振興や、人口定住」という、ど

うも人口というのがひっかかって、「定住促

進」とか、地域の活性化というよりは、「地

域産業」というのは、もともと経済的なもの

だから、「地域経済の活性化」じゃないかと

思うんだけど、その辺のとらえ方がいまいち、

済みません、ぼやかしていいのか。経済とい

っていいのか。 

○浅見雪絵委員 人口。 

○松本吉生委員 そこを人口定住とか、そこ

に住みやすいとか、暮らしやすい地域づくり

とか入れて、人口定住というと、何か、いや、

平易な言葉でね、みんながわかりやすいよう

にいくと。 

○榊原課長 どこからか拾ってきて貼り付け

た感じ。 

○松本吉生委員 人口定住というのは、人口

定住が、人口をふやすというのは、住みやす

いから来るわけだから、前文で理念みたいな、

住みやすい、暮らしやすいまちづくり、地域

産業の振興が、住みたい、住み続けたい、住

みたい、暮らしたい地域づくりに果たす役割

は。こんな感じじゃない。 

○浅見雪絵委員 今、もとにしてるのが、１

文目は、気持ち的なことで、２文目と３文目

がちょっとかぶって、こういうことが必要で

す。こういうことが必要ですみたいなふうに

なっているので、どうです。 

○榊原課長 もともと地域産業の振興という

のは、何のためにやるかという話だと。例え

ば、産業がつくれるから、たくさんできて、

経済的基盤がしっかりして、それで、ここに

住みたい、または住み続けることが可能だと

いうことを擁護するために何かつくるような

気がするんだけど、じゃないですか、認識と

しては。ですよね。 

○松本吉生委員 地域経済の活性化でなくち

ゃ。 

○浅見雪絵委員 地域経済の活性化。 

○松本吉生委員 地域経済の活性化があって、

地域産業の振興が、住みやすい。 

○加藤直詳委員 住みやすい、暮らしやすい。 

○松本吉生委員 暮らしやすい地域づくり、

まちづくり、わかんないですけど。 

○加藤直詳委員 僕は、地域産業の振興と地

域経済の活性化というような。 

○浅見雪絵委員 そうすると、２文目は、こ

れ中学生によくやるやつなんですけど、主語

と動詞をはっきりさせてから、形容詞を入れ

ましょうというんですけど。そんなことは、

多分言いたいのは、地域産業の振興が非常に

重要ですという完璧な文章があって、そこに、

理由とか、住みやすい、暮らしやすいために

という理由とかを、ちょっと表情入れていか

ないといけないので。 

 そうそうそう。 

 「私たちは美しい自然と伝統文化に誇りを

持ち、地域愛を大切に育む新城市の市民です。

私たちが住みたいと、住みたい、住み続けた

いと感じる地域であるためには、地域産業の

振興が非常に重要になってきています。非常
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に重要です。」 

 私たちが住みたい、住み続けたいと感じる

地域にするには、地域産業の振興が非常に重

要です。地域産業の振興が非常に重要です。

ちょっと稚拙な文ですけど。これで３分の１

消してもいいですか。社会情勢の変化の中で、

地域産業の振興がというようなところを消せ

る。 

○山本勝利委員 さっき私言ったのは、あそ

こで地域で共有し、あとは一緒です。関係者

のやっぱりお互いの共同で、お金ということ

で、やっぱり地域経済のことですから、地域

経済の循環を図ることにより、地域の活性化

を果たすと。 

○松本吉生委員 資金ってあれですか。地域

経済の循環でいいですね。 

○山本勝利委員 いいと思う。資金じゃなく

て、地域経済の循環。 

○松本吉生委員 もうちょっと、地域経済の

循環。 

○山本勝利委員 循環を図ることは。 

○川合教正副部長 済みません、ちょっと時

間になりましたので、皆さん。 

○山本勝利委員 地域の活性化を図る、地域

活性化に果たす、非常に重要ですという。 

 

（Ｂグループ討論開始） 

 

○内藤晃吉副部長 今、例文がありますけれ

ども、その後に、１番から９番まで皆さんの

修正意見が、この中に入っております。 

 まずは、１番から９番までの修正意見の中

で、皆さんが考えてこられた意見が一番たく

さん盛り込まれているのが、１から９までの

どれであるか、まず、それを選んでいただい

て、それを映し出して、それをそこから追加

したり、削ったりする、そういう作業をして

いきたいと思いますので、まず、皆さん１番

から９番の中で、どれを映し出すか。どれを

土台にしていくかというのを、ちょっと決め

ていただければと思います。 

 どなたか、決まった方、みえないでしょう

か。もう決まった方から、どんどん言ってい

ただければと思うんですが。 

○梅津浩史委員 どれが一番いいということ、

８番とか。 

○内藤晃吉副部長 そういうことです。１番

から９番まで、どれか柱をまず置いといて、

そこからどんどんと追加したり、加えていっ

たり、削っていったりしたほうがいいかなと

思っておりますので、いかがでしょうか。 

○梅津浩史委員 前回出てないんで、よくあ

れなんですけども、ちょっと読んでみて、

「しっくり」という意味合いから、２番目の

文章が一番いいのかなと、ただ、言い方がち

ょっと途中で精神だとか、そんな言葉が少し

入っていたけれども、こんなところは、もう

少し言い方を変えていった方が・・・。 

○内藤晃吉副部長 今は２番という案が出ま

したけど、ほかの方いかがでしょうか。 

○梅津浩史委員 今までやったのは、自然を

生かそうだとか、いろんなことをやっていき

ましょうねと、それによってここに住んでも

らえるような形に、ような条例的なものにし

ましょうねというのは、経済だとか、そうい

うこと。本当に１番も若干要るのかもしれな

いんですけど。人口少子高齢化という部分が

少し要るのかもしれない。わかりやすくする

の。これ骨子でしょう。早く言えばスローガ

ン。 

○内藤晃吉副部長 そうです。 

○梅津浩史委員 スローガン的意味合いを見

るんだったら、そこで、見てもらえばわかる

のかなと。それによって発展して、やっぱり

新城のもしくは奥三河が、ここは我々労働会

もそうだったが、ここで仕事ができることが

いいわけだし、よく使われる言葉で、家から

通えるところが一番いいんだというのが本来

あるので、そういう意味を入れると、定住だ

とかという言葉も入っているし、今までやり
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ながらやってきたのが、少しこの中では全て

が、さっきの女性、若者も入っているし、い

いのかなというふうに。 

○海野文貴委員 ただいま２番という意見が

出ましたけれども、こちらで柱に、中心にこ

の文言をなぶっていくというような形で、よ

ろしいですか。それじゃこの２番の条文を、

柱として検討していきたいというふうに思い

ます。 

 それで、先ほど先生の話の中から、かなり

の思い入れの何を目指すかというところの部

分を、まず、腹にしっかりと据えて、そして

条文をつくっていきましょうねみたいな、そ

ういう話があったんですけれども、産業振興

の条例の中で、我々どういう市の産業の発展

を目指すのかという、どんなまちづくりがい

いのかなというところを、の部分をちょっと

条文に、２番を柱に検討していきたいと思い

ます。 

 具体的に、ここに思いの中で足りないもの

をちょっと、こういう言葉を入れたらいい、

この条文の中で、足りない文言といいますか、

そういったものはいかがでしょう。どうぞ。 

○菅谷浩久委員 ２番の文言で、市民がどう

いう生活というか、を求めたいかというので、

元気で健康なというような、そういうものを

入れたらどうかと、僕は思っているんですが。 

○海野文貴委員 元気で健康ですね。 

○菅谷浩久委員 全般的に、最初に厳しい経

済環境という形で出だすよりも、こういった

新城市はとか、私たちはとか、こういった形

で、出だしがやわらかいような気がするんで

すけど。 

○海野文貴委員 次のページの、この１１番

の意見の中で、厳しい経済環境とか、そうい

った言葉がちょっと厳しい後ろ向きな意見な

ので、という意見がありますけど、この画面

でいう、赤字から黒字にかわる、ああいう厳

しい経済状況とか、そういった部分の厳しい

というところはないほうがいいのかもしれま

せん。 

○梅津浩史委員 そうですね。これからの。 

○海野文貴委員 明るく、市民の皆さんがと

っつきやすい夢のある、そういう形の部分で。 

○梅津浩史委員 これ、前回のこの中で少し

あったんですが、企業、産業ばかりじゃなく

て、やっぱり農業だとかという言葉も、この

中にはないんですよね。前文に、豊かな自然

だとかと、こう書いてある割には、ここには、

書いてある割には、農業の何とか、そういう

森林とかいうのは、どこも入ってない。入れ

るとすると、そんなところも。農業も、全て

が地域産業の振興で読み取れるかどうかは、

ちょっとどうなのかなという。やっぱり個々

に、一つずつ入れていったほうがいいのかな

と。 

○菅谷浩久委員 わかりやすさを。 

○梅津浩史委員 そう、わかりやすさ。 

○海野文貴委員 商工の農。 

○梅津浩史委員 そういうふうなこと全般的

な。 

○菅谷浩久委員 産業というのを、全部いっ

しょくたにするのではなくて。 

○海野文貴委員 そうすると、ここでいうと

新城市がより豊かな自然と歴史、恵まれたさ

まざまな商業、工業、農業とか。 

○梅津浩史委員 そういうような。 

○海野文貴委員 そういう形ですね。ちょっ

と。 

○梅津浩史委員 だから、言葉にすると、産

業になるのかどうなのか。ちょっとわかんな

いですね。働いている方は、仕事をする方ば

かりで、農業をやられている。 

○菅谷浩久委員 条例というと難しく感じち

ゃうんですけど、それを補うために、分かり

易く。 

○加藤宏信副課長 あと医療、福祉とか全部

入って。 

○梅津浩史委員 全部入ってもいいんじゃな

いかと。 



－25－ 

○加藤宏信副課長 そういうことですね。 

○梅津浩史委員 とらえる人がどうとらえる

かなんで、産業でもいいよというかもしれな

い。 

○加藤宏信副課長 皆さんの意見を聞いてみ

ましょう。 

○内藤晃吉副部長 感覚として何か伝わって

くる。細かくかいてあると。産業では伝わら

ん。全部書いてあると伝わる。 

○海野文貴委員 さっき菅谷さんがおっしゃ

られた健康、元気で健康というのは、何か、

そこの部分は、健康で明るいまちづくりみた

いな、健康ね。４行目の、女性、若者の意見

を生かし、持続可能な、あそこのところに、

健康で明るいまちづくり、今の持続可能な、

例えば、ちょっとそこで入れてみても、健康

で明るいまちづくりにする。 

○梅津浩史委員 しつこくなると、やっぱり

まずいのかなと。 

○海野文貴委員 東三河広域圏、奥三河広域

の中でという部分は、もう少し短くするため

に、何か、そこの意味とするところは、ほか

の地域との連携というような意味合いに、ち

ょっと表現にかえたらどうですか。他の地域

との連携を持ちみたいな、何というでしょう

か。 

○菅谷浩久委員 他の地域を分かり易くする

には、どこというところが判った方がいい。 

○海野文貴委員 いいですか。 

○梅津浩史委員 二ついいのかなと、そんな

気がする。東三河広域であれば、全部入るの

では。三河がいいのか。いやいや。三遠南信

よく言われるけど、あれは長野まで入る。 

○海野文貴委員 入ってきますね。南信州で

すからね。 

○梅津浩史委員 決定しちゃうかどうかです

ね。 

○海野文貴委員 ですけど、網羅するという

ことですよね。 

○加藤宏信副課長 そうです。 

○梅津浩史委員 「住民自治の精神」の精神

は、どういう意味で使ったかなと。 

○菅谷浩久委員 住民自治の精神、積極的に

参加してもらっているような自治体。 

○梅津浩史委員 参加意識の向上をと。 

○海野文貴委員 地域自治制度とはそもそも、

何か自分たちのことは自分たちでやるという、

自立の意見ですよね。 

○梅津浩史委員 そういう感じですよね。 

○菅谷浩久委員 自立とか、みんなの。 

○梅津浩史委員 協力によって、それぞれの

地域の魅力を引き出して。難しいよね。言い

回しは。ここの精神ってどんな意味で書いて

あるのかなと。精神、自治、自立なのか。 

○加藤宏信副課長 わかんないです。今、き

ょうの資料の中の７ページ、次第に、７ペー

ジのところに、今、自治区制度、新城市地域

自治区の条例があるんですけども、そこの２

条あたりにいくと、 

○梅津浩史委員 考え方があるんだよね。 

○加藤宏信副課長 多分、これ地域自治区制

度は、住民自治の精神を押し上げてるものは、

この地域自治区のほうは、地域の住民の意見

などを反映させることができるようなものだ

ということが、書いてあるものですから、多

分、この意見考えた方は、こういうのを自分

で調べてやってきたんじゃないかなと思うん

ですが。今、市長のマニフェストもそうなん

ですけど、市でやろうとしているのは、地域

の住民が自分たちで地域をどうしていくかと

いうことを考えるときだとか、女性議会なん

ていうのも立ち上げたり、若者議会なんてい

うのも立ち上げたりして、そのあたりが動い

て、いいということを言ってるもんですから、

この方はそういう部分も全部、拾い上げて、

この中に取り込んできたと思われるんです。

ですから。 

○梅津浩史委員 言葉的には、それは。 

○加藤宏信副課長 地域自治区と女性、若者

というのは、この人の中のポイントなんです
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よね、きっと。 

○梅津浩史委員 ああそうでしょうね。 

○加藤宏信副課長委員 そういうことだと思

うんですけど。 

○梅津浩史委員 もうできているんだから、

それを発展しながら、それぞれの地域の魅力

を引き出していますと。精神というのは、こ

れのことなんですよね。これの中身がちゃん

と理解がしてあって、基本にとしたほうがい

いのかな。 

○加藤宏信副課長 何て言いますか。大体条

例ってすごくわかりにくいものじゃないです

か。精神の前の部分の住民自治だとか、とい

うあたりからもう「ごっそり」と、 

○海野文貴委員 取っちゃい（削除）ますか。 

○加藤宏信副課長 取っちゃうのではなくて、

わかりやすく地域自治区制度は地域住民のみ

ずから何たらかんたらとかいうふうな、もっ

と簡単でわかりやすい。しょせん条例なので、

この後ろに、何とか計画だとか、実施計画だ

とかってのってくるものなので、そのレベル

でも、私は条例がよくわからないので、簡単

なほうがいいかなと思うんですよね。まして

や、女性をばかにしているわけじゃないんで

すけども、女性だとか、若い人たちも、これ

から積極的に出てきてもらおうなんて思うな

らば、そのほうがいいんではないかと思うん

ですけども。 

○海野文貴委員 そこの地域自治区制度から、

省いちゃいますか。 

○加藤宏信副課長 消してしまうと。 

○梅津浩史委員 消してしまうと何か。 

○加藤宏信副課長 物すごい何でも、なんと

ない、発展を遂げてきたということと。これ

から明るい元気なまちをつくっていきますだ

けで終わっちゃいますもんね。 

○梅津浩史委員 地域自治区制度は。 

○村松東委員 変な言い方あったかもしれま

せんけど、地域自治区制度により、市民みず

からがまちづくりに参加しとか、一般的な言

い方で、市民がみずから参加するというのが

自治ということになるのかなと。 

○梅津浩史委員 市民参加型のというような。 

○海野文貴委員 そっちのほうがわかりやす

い。 

○加藤宏信副課長 こんな感じですか。 

○村松東委員 市民みずからがですかね。 

○加藤宏信副課長 でも、こっちも消えてい

くということですね。 

○村松東委員 例えば、また女性、若者の意

見を生かすとか、そんな。 

○加藤宏信副課長 この部分、見え線でも大

丈夫ですか。 

○梅津浩史委員 女性を前へもってきて、最

後にそれぞれのを入れて結べば、何か文章に

なる。それぞれ。 

○加藤宏信副課長 ここに女性、若者の意見

を生かしに。 

○梅津浩史委員 生かしに、最後に、それぞ

れの、そういうことを生かして、それぞれの。 

○加藤宏信副課長 ここはもう見え線で大丈

夫ですか。ここはもう要らないですよね。 

○梅津浩史委員 もうちょっとポイント数、

大きさを大きく、ポイントじゃなくて、画面

の中の、１５０ぐらい、１２０ぐらいですか。 

○加藤宏信副課長 これって前文でしょう。

前文ですよね、これ。 

○内藤晃吉副部長 これが一番大切。 

○梅津浩史委員 それで、基本方針をやらん

といかん、これから。５０分か。もう、３０

分ですか。厳しい意見とか、消すんですよね、

黒いところ。厳しいという。 

○海野文貴委員 それにかわる何かを入れた

いですよね。 

○加藤宏信副課長 若者議会は、もう動いて

いるんですよね。女性議会は７月の終わりぐ

らいからいこうという。大丈夫です。早くて

１２月で、今度８月からです。ここのところ

が、何とかしていますとか。ここも何とかし

ていますなんですけど。 
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○菅谷浩久委員 ちょっと語尾が、同じにな

って。 

○梅津浩史委員 最後に何かまとめないとい

けないでしょう。発展を続けています。その

まま地域産業の振興がって入れたって。もと

もと、ここの流れだった。５番だと、そうや

って思うと短い。プロセスは上だと思うんで

す。定義が。最後に、この人口定住や地域活

性化にというところなのか、もうそのままも

う関係者の協働でというところで終わらせる

のか。 

○菅谷浩久委員 その「厳しい」の黄色くな

っている部分、あそこを省いて、地域の地域

産業の振興までつなげちゃったらいい。 

○梅津浩史委員 結構長い文章になりますね。

二つあるんですよね、地域産業振興は、振興

がというのが。それはなくていいと思う。関

係者、関係者か。市民全員で地域経済の振興

を図ることを、もっと地域の発展、この条例

を制定します。関係者というのが、どこを指

すのかな。 

○加藤宏信副課長 関係者とか、私もよくわ

からないんですけども、「十」に三つの

「力」の「協働」とは、どっか意見でもあり

ましたよね。 

○梅津浩史委員 前回の中でですか。ともに

働くという言葉は、よく使いますね。 

○加藤宏信副課長 持続可能な健康な明るい

まちづくりを進める部分は、人口定住や地域

の活性化を果たすだとかということと、同じ

ようなことなんですかね。 

○菅谷浩久委員 同じことを繰り返している

ということ。 

○加藤宏信副課長 なような気もしてくるん

ですけども。時間が、時間が無理やり終わら

せようとするならば、本当に。 

○梅津浩史委員 本当にそこを消しちゃおう

か。 

○加藤宏信副課長 この部分をなくしても、

明るいまちづくりを進め、関係者の協力を得

ることによって、何とかですというふうな。 

○梅津浩史委員 そのような。すっきりしま

すよね。 

○加藤宏信副課長 完全に時間調整です。 

○梅津浩史委員 文章つくるというのは、難

しいんですね。僕らも今、議案書つくってい

る。どうやったら伝わるんだと。 

○内藤晃吉副部長 済みません、８時５０分

まであと１０分ほどです。この時点でひとま

ずまとめていただきないのですが。 

○梅津浩史委員 あとやることは、もう一個

あるんです。前文だけやって。 

○内藤晃吉副部長 最終的には全てやってい

ただきます。前文の次にやっていただきたい

のは、基本方針、次に重要かなと思われるの

は基本方針でございますので。 

○加藤宏信副課長 地域産業って、どこも出

てこないじゃないですか。出てこないですよ

ね。 

○菅谷浩久委員 さっきあったけど。もう消

しちゃいました。 

○加藤宏信副課長 地域産業の振興はという

のが、２回あったんですけど。新城市は、豊

かな自然と歴史に恵まれて、いろんな歴史を

積み重ねて、いろんな産業が発展してきまし

た。だけど、本市は、これからは地域みずか

らが参加したり、女性や若者の意見を生かし

て、それぞれの地域の魅力をどんどん引き出

していきます。そうすることによって、持続

可能な明るく、健康な明るいところは、人口

定住だとか、生活しやすいだとか、地域の活

性化だとかというようなまちをつくっていき

ます。それをするには、関係者の共同で、地

域産業の振興を図って、もっともっといいま

ちにしていきましょうよということなんでし

ょうね。何か、やっぱり難しい文章になって

きますよね。発展に資するとか。関係者の共

同とかって、何か行政が使いそうな言葉です

よね。副市長、いかがでしょうか。若者にも

何かわかるような表現は。前文なので、かた
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くなくてもいいんじゃないかっていう、始ま

りから始まっているので、出だしがやわらか

く。 

○海野文貴委員 暮らしやすく一人一人が輝

くとか、住民が輝くみたいな、何かそんな抽

象的な。 

○梅津浩史委員 暮らしやすく。 

○加藤宏信副課長 地域の発展に資するため

にの部分を、暮らしやすく発展するまちを実

現するため。発展がどこか消えちゃった。 

○梅津浩史委員 消えちゃった。 

○加藤宏信副課長 そうですね、「発展を続

けます」の発展を切ったんですね。私も、こ

の条例の仕事をしていますが、わからないで

すよね、落としどころが。 

○梅津浩史委員 明るいまちづくりを進めて、

暮らしやすくなってきたまちを実現するため

に、この条例を定めます。それに伴って基本

的なものは、こんなことをやりますよという。

そうすると、関係者の協働だとか、あそこも

消しちゃうということに。 

○加藤宏信副課長 ここですか。 

○梅津浩史委員 全部消した方が、振興、そ

うか。難しいね。 

○海野文貴委員 何か持続可能な健康なとい

うところで、「な」が続く。健康で、持続可

能な健康で、としたらどうか。 

○梅津浩史委員 それか持続可能を消したら

どうか。健康な、明るいまちづくりで、持続

可能で。 

○海野文貴委員 持続可能は突然出てきたみ

たいな感じしますね。 

○梅津浩史委員 なお、続けるということで。 

○加藤宏信副課長 ここのところの、健康な

明るいまちづくりと、暮らしやすく発展する

まちをというのが、一緒なのかな。持続可能

な、暮らしやすくて、発展する、持続可能な

のは発展ですか。暮らしやすく発展するまち

を、まちづくりを実現するために。 

○梅津浩史委員 難しい。それが持続可能、

は暮らしやすいとしたらどうなるか。暮らし

やすい、発展するまちを、元気で明るく暮ら

しやすいまちづくりを、そこで。 

○海野文貴委員 基本方針。 

○梅津浩史委員 持続可能なところが、ひっ

かかっているのか。この中で。 

○海野文貴委員 暮らしやすい。健全な地域

産業の発展により暮らしやすく、健康で明る

い一人一人が輝くまちづくり、健全でとか、

健全な地域産業、こう一つの文章になりませ

んかね。持続可能の後で。 

○加藤宏信副課長 これが、もし地域産業総

合振興条例の前文になったときに、ここのと

ころが、今まではこんなふうにしてきました。

本市は、こんな意見を聞き出して、地域の魅

力を引き出していきますよ。こんなふうなた

めに、この条例を制定しますといって、暮ら

しやすく、発展するまちを実現するために、

地域産業総合振興条例を制定するんですよね。 

○広瀬副委員長 ここから、この部分って、

基本方針のところで謳った方が、分かり易い

かな。 

○梅津浩史委員 基本方針が。 

○広瀬副委員長 この条例を、前文は精神だ

から、そうすると、基本方針では、女性や若

者の意見を生かしますよと、自治区制度を生

かした、何かとか、をやりますよとか、だか

ら、前文だから精神を訴えるような形、この

ほうがいいかもしれない。ここもそうなんだ

けど、これだけ。こんなに入れる必要はない。 

○梅津浩史委員 基本方針ができて、前文を

つくったほうがいいのかな。 

○広瀬副委員長 前文を基本方針で具現化す

ればいいと思いますので。こういうことで、

この条例を作りました。こういう精神でこの

条例をつくりましたみたいなところなのかな。

全体の流れとして、そんなに悪くないとは思

う。ただ、ちょっと、このへんが具体的すぎ

るかな。 

○海野文貴委員 具体性をどうやって。 
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○梅津浩史委員 言っている意味がわかるん

ですが。だから、老若男女という、変えたほ

うがいいのかなと思ったけど、そこはまた、

そこまでいくこともないんですけど、精神だ

から。 

○広瀬副委員長 わかりやすくしたいんだけ

ど。 

○海野文貴委員 基本方針のところを見まし

たら。 

○加藤宏信副課長 先ほど村松委員さんが言

われた、市民みずからが参加してというとこ

ろ。 

○広瀬副委員長 それそれ。そういうのでも

ひょっとしたら、それ全部網羅できるかもし

れない。それを例えば、基本方針で具現化し

たときに、地域自治区が出てきたり、女性が

出てきたり、若者だったり。 

○加藤宏信副課長 この今、網掛けになった

部分が、この地域自治区だとか、女性、若者

の意見というのが。前文じゃ、これで済ませ

といて、基本方針では、ここの部分を、もう

少し細かく書いてやれといっているんで、そ

うしますか。 

○梅津浩史委員 市民自らが参加し、どうい

うまちにしたいかということをあと書けば、

もう終わるんですよ。 

○広瀬副委員長 市民が連携参加し 

○梅津浩史委員 市民が連携参加し、先ほど

言われた、健康で明るくて、暮らしやすいま

ちづくりをします。 

○広瀬副委員長 元気だとか、市民が輝くと

か、そういう明るいイメージの言葉とか、健

康で明るいとか、そうなると元気が出る。 

○海野文貴委員 なんか山の港という言葉も、

何か入れてみたくなりませんか。 

○梅津浩史委員 いい言葉だけど。 

○内藤晃吉副部長 済みません、１０分にな

りましたので、これまで話し合った結果を、

ちょっとどういう状況かというのを、結果を

ちょっと、お願いしようかなと。今の状況で

すね。 

 

（審議委員会に戻る） 

 

○鈴木誠委員長 皆さん、今、随分と前文の

ところができ上がってきたところで、途中で

終了して申しわけありません。時間を１０分

ほどオーバーしてしまいましたので、きょう

の審議はここまでということにさせていただ

きたいと思いますが、ただ、皆さんから出さ

れたキーワードは、随分、明確になってきま

したので、きょう皆さんのほうで、前文を、

随分、具体的な表現であるとか、それから、

文章をつくっていただきました。これを踏ま

えまして、ほかの箇所のところにも、実は、

話がずいぶん波及しまして、基本方針である

とか、それから、責務のところであるとか、

そういったところにもっていったらいいとい

うような関連するコメントもいただいたので、

そういう直接的なことと、間接的な指摘も含

めて、たたき台をもう一回、つくり直しをし

て、今度は、全員の皆さんに、最初の前文か

ら全部一回、皆さんに、これまで提出してい

ただいたものを全部紹介して、一つ一つ確認

をして、そして、最後までいくという形で、

協議会として、この会議での皆さんの言葉を

整理をしていきたいというふうに思います。 

 そういいます、今後の作業についても、考

え方を、まずは皆さんに御提案したいと思い

ますけども、よろしいでしょうか。 

 流れを二つで大きく議論をしていただきま

したけど、これは委員の皆さんが、なるべく

発言しやすいようにということで、たくさん

御発言いただくということが目的だったんで

すけど、それを踏まえて、大体、ご指摘いた

だくポイントも明確になってきましたので、

一度、それも踏まえて、全体の文章をつくっ

て、そして、全員で皆さんにご紹介する、そ

して、御意見をいただいて、修正をすべきと

ころは修正をして、完成版を目指していくと
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いうことで、次回はいきたいと思いますので、

よろしくお願いいたします。 

○川合教正副部長 済みません、せっかくこ

ういうふうに盛り上がって、お話ができるタ

イミングをなるべく消したくないんで、でき

れば、一番早ければ来週の水曜日とかの部分

で、できればというふうに思いますが、今の

ところの日程で、どうしてもだめというとこ

ろがあれば、お知らせいただきたい。ちょっ

と早いですか。その次の週はどうでしょうか。 

 ２２日はどうですか。水曜日です。 

 今のところですと、７月２３日の木曜日に

なります。よろしいですか。もう一度、皆さ

んからの日程調整をさせていただいて、なる

べく大勢の人に出ていただいて、御発言いた

だく機会の部分をつくりたいと思いますので、

もう一回調整させていただきます。 

 日程調整のほうは、委員長も含めて、調整

させていただきたいと思います。 

 ちょっと途中みたいな形になって大変恐縮

ですが、これで第６回の新城市地域産業総合

振興条例の審議委員会を閉じさせていただき

たいと思います。大変申しわけありませんで

した。 

 次回もぜひ、よろしくお願いをしたいと思

います。どうもありがとうございました。 


